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御　

挨　

拶

　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
中
世
の
港
町
・
市
場
町
で
あ
る
草
戸
千
軒
町
（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
町
）

の
遺
跡
、
近
世
後
期
の
備
後
国
神
辺
（
現
在
の
福
山
市
神
辺
町
）
出
身
の
漢
詩
人
・
儒
学
者
・
教
育
者
で
あ
る
菅
茶
山
の
関
係
資
料
、

日
本
屈
指
の
古
地
図
資
料
を
集
め
た
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
広
島
県
の
歴
史
と
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
の
推
進
施
設
と
し
て
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
研
究
紀
要
は
、
調
査
研
究
の
成
果
を
広

く
公
開
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
研
究
紀
要
に
は
、
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
の
中
か
ら
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」
の
翻
刻
と
訳
注
、
広
島

頼
家
に
伝
わ
る
細
川
家
の
犬
追
物
と
上
覧
相
撲
の
図
に
つ
い
て
資
料
の
年
代
を
検
討
し
頼
家
に
伝
来
し
た
経
緯
に
関
す
る
考
察
、

二
篇
の
「
今
中
大
学
日
記
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
特
色
と
両
者
の
関
係
性
、
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
の
景
観
を

描
い
た
『
縮
景
園
図
巻
』
に
記
録
さ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
内
容
の
検
証
結
果
、
縮
景
園
の
景
観
を
描
写
し
た
『
縮
景
園
記
』
の
草

稿
で
あ
る
『
縮
景
園
記
稿
本
』
に
関
す
る
資
料
紹
介
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
中
か
ら
頼
山
陽
の
漢
詩
草
稿
の
訳
注
の
取
組
、
草

戸
千
軒
の
呼
称
に
関
す
る
一
考
察
の
七
編
の
論
考
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
当
館
の
調
査
研
究
活
動
に
御
支
援
・
御
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
書
が
今
後
と
も

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
発
刊
の
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
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資
料
紹
介　
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」（
重
要
文
化
財
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」）
の

翻
刻
及
び
訳
注
に
つ
い
て　

吾　

田　
　

朱　

里

1　
は
じ
め
に

　

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」

は
、
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者
で
あ
り
漢
詩
人
で
も
あ
る
菅
茶
山
（
一
七
四
八
～

一
八
二
七
）
の
生
存
期
に
作
成
及
び
収
集
さ
れ
た
資
料
群
で
、
江
戸
時
代
後
期
の
文

人
の
交
流
や
文
化
の
展
開
、
地
方
に
お
け
る
文
化
の
発
展
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
資

料
総
数
は
五
、
三
六
九
点
に
の
ぼ
る
。

　

そ
の
資
料
群
の
中
か
ら
本
稿
で
紹
介
す
る
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」（
以
下
「
詩
画

巻
」
と
い
う
。）は
、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）に
藩
命
に
よ
っ
て
江
戸
に
赴
い
た
茶
山
が
、

帰
郷
を
前
に
柴
野
栗
山
邸
を
借
り
て
主
催
し
た
留
別
の
宴
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。

　

江
戸
へ
出
立
し
た
文
化
元
年
一
月
二
十
一
日
以
降
か
ら
文
化
二
年
六
月
五
日
ま
で

の
日
記
は
、
今
日
で
は
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
期
に
茶
山
が
詠
ん
だ
漢
詩
や
茶
山

に
関
わ
っ
た
人
物
が
記
述
し
た
資
料
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
江
戸
で
の
茶

山
の
交
流
つ
い
て
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
こ
の
資
料
に
つ
い
て
翻
刻
し
、
訳
注
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

翻
刻
（
1
）

及
び
訓
読
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
を
用
い
て
い
る
が
、
一

部
正
字
体
を
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
訓
読
の
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
し
、

読
み
仮
名
は
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。
ま
た
、
詩
に
つ
い
て
は
便
宜
上
、
句
ご
と
に
行

替
え
を
行
い
、
換
韻
（
通
韻
を
含
む
）
の
箇
所
に
は
、
」
印
を
付
し
た
。

2　
資
料
及
び
栗
山
堂
に
お
け
る
餞
筵
の
概
要
に
つ
い
て

　

本
資
料
は
、
絹
本
著
色
及
び
墨
書
の
巻
子
装
で
、
縦
二
六
・
八
セ
ン
チ
メ
―
ト
ル
、

横
八
八
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
―
ト
ル
で
、
絹
に
継
ぎ
の
形
跡
は
無
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

茶
山
が
江
戸
か
ら
神
辺
に
帰
郷
す
る
前
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
七
月
十
八
日
に
茶

山
自
ら
主
催
し
た
、
栗
山
邸
の
「
対
岳
楼
」
で
の
宴
に
参
加
し
た
者
に
よ
る
、
茶
山
へ

の
送
別
の
絵
画
又
は
詩
で
あ
る
（
茶
山
と
名
前
不
詳
の
者
を
除
く
。
）
。

　

「
詩
画
巻
」
の
中
で
唯
一
、
対
岳
楼
の
宴
に
つ
い
て
描
い
て
い
な
い
絵
が
あ
る
。
そ

れ
は
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
鈴
木
芙
蓉
が
描
い
た
絵
で
、「
蘇
遊
図
」
と
名
付
け
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
蘇
軾
の
「
後
赤
壁
賦
」
に
関
連
す
る
絵
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
次
の
章
の
「
蘇
遊
図
」
柴
野
栗
山
賛
の
項
で
詳
し
く
述
べ
る
。

　

参
加
者
は
、『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
後
編
巻
之
三
の
「
谷
文
晁
富
山
対
写
図
」
の
脚
注

に
記
さ
れ
て
い
る
（
2
）

。
そ
れ
に
拠
る
と
、
茶
山
を
含
め
、
谷
文
晁
、
鈴
木
芙
蓉
、
柴
野

栗
山
、
古
賀
精
里
、
尾
藤
二
洲
、
岩
瀬
華
沼
、
頼
杏
坪
、
倉
成
龍
渚
、
岡
田
寒
泉
と
名
前

不
詳
の
胡
琴
を
良
く
す
る
者
の
総
勢
十
一
名
で
あ
る
。

　

宴
の
参
加
者
と
「
詩
画
巻
」
の
中
の
谷
文
晁
筆
「
対
岳
楼
宴
集
当
日
真
景
図
」（
以
下
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「
真
景
図
」
と
い
う
。
写
真
１
参
照
。
）
に
描
か
れ
た
人
物
の
比
定
及
び
特
徴
に
つ
い
て

は
、
藤
原
幹
大
氏
と
中
村
真
菜
美
氏
に
よ
る
令
和
四
年（
二
〇
二
二
）の
研
究
発
表
で
、

文
献
資
料
と
絵
画
資
料
を
合
わ
せ
、
詳
し
く
考
証
さ
れ
て
い
る
（
3
）

。

　

藤
原
・
中
村
両
氏
の
研
究
発
表
に
よ
る
と
、
栗
山
邸
の
訪
問
者
録
「
雙
玉
樓
帖
」
の

写
本
で
あ
る
「
柴
栗
山
先
生
雙
玉
樓
帖
書
尾
記
文
」（
鎌
田
共
済
会
郷
土
博
物
館
蔵
）

に
は
、
前
述
の
詩
「
谷
文
晁
富
山
対
写
図
」
の
脚
注
に
記
載
さ
れ
て
い
る
十
一
名
の
他
、

栗
山
の
養
子
で
あ
る
柴
野
碧
海
が
、
宴
に
同
席
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
4
）

。

「
真
景
図
」
に
は
碧
海
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、「
詩
画
巻
」
に
も
碧
海
の
漢
詩
は
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
時
を
経
て
茶
山
の
記
憶
違
い
が
起
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
5
）

。

　

「
真
景
図
」
内
に
描
か
れ
た
人
物
に
つ
い
て
藤
原
・
中
村
両
氏
は
、
前
述
の
研
究
発

表
内
で
極
致
庵
主
人
篇
『
凡
品
雑
録
』（
日
本
医
事
通
報
社 

一
九
一
九
年
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
真
景
図
」
の
下
絵
の
よ
う
な
絵
（
6
）（

以
下
、
写
真
2
と
い
う
。
）
と
、
高
松

の
医
者
で
あ
っ
た
久
保
桑
閑（
一
七
一
〇
～
八
二
）の
子
孫
に
伝
わ
る
一
幅
の
絵
（
7
）（

以

下
、
写
真
3
と
い
う
。
）を
も
と
に
比
定
し
て
い
る
。

　

極
致
庵
主
人
と
は
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
初
代
学
長
の
金
杉
英
五
郎（
一
八
六
五

～
一
九
四
二
）の
こ
と
で
、
こ
の
写
真
2
は
文
晁
の
門
人
で
あ
る
船
津
文
淵（
一
八
〇
六

～
五
六
）
の
遺
族
か
ら
購
入
し
た
と
『
凡
品
雑
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
（
8
）

。

　

写
真
2
に
は
中
国
の
文
人
の
よ
う
な
恰
好
を
し
た
人
物
の
付
近
に
、
宴
の
参
加
者

の
名
前
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
岩
瀬
華
沼
の
名
前
だ
け
が
記
入
さ
れ

て
い
な
い
。

　

し
か
し
、「
詩
画
巻
」
記
載
の
詩
、
前
述
し
た
茶
山
の
詩
の
脚
注
及
び
「
柴
栗
山
先
生

雙
玉
樓
帖
書
尾
記
文
」
に
記
載
さ
れ
た
参
加
者
を
見
て
も
、
華
沼
は
宴
に
参
加
し
て

お
り
、
写
真
2
の
丸
で
囲
っ
た
名
前
の
付
さ
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、『
凡
品
雑
録
』
に
は
茶
山
が
持
っ
て
い
る
「
真
景
図
」
と
は
別
に
、
も
う
一
つ

栗
山
に
贈
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
9
）

。
そ
れ
は
前
述
し
た
久
保
桑

閑
の
子
孫
に
伝
わ
る
写
真
3
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

久
保
桑
閑
は
、
名
を
方
殻
、
号
は
初
め
得
水
、
後
に
桑
閑
と
称
し
た
。
生
涯
を
在
野

の
医
師
と
し
て
過
ご
し
た
。
桑
閑
と
栗
山
は
親
交
が
あ
り
、
桑
閑
や
栗
山
が
亡
く
な
っ

た
後
も
柴
野
家
と
久
保
家
の
親
交
は
続
い
て
い
た
（
10
）
。
そ
の
関
係
で
久
保
家
の
も
と

に
「
真
景
図
」
が
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

写
真
3
に
も
宴
の
参
加
者
の
名
前
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
写
真
2
と
の
相

違
が
以
下
の
三
点
あ
る
。

　

�

①�　

写
真
2
で
は
頼
杏
坪
と
さ
れ
る
人
物
が
、
写
真
3
で
は
杏
坪
の
長
兄
の
頼
春

水
に
な
っ
て
い
る
。

　

�

②�　

写
真
2
で
は
無
か
っ
た
岩
瀬
華
沼
の
名
前
に
つ
い
て
、
写
真
3
で
は
記
載
が

あ
る
。

　

�

③�　

写
真
2
に
は
倉
成
龍
渚
の
名
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
、
写

真
3
で
は
名
前
の
記
載
が
な
い
。

　

以
上
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
両
幅
の
絵
の
記
載
に
拠
っ
て
「
真
景
図
」
に
描
か
れ

た
人
物
を
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
胡
琴
演
奏
者
以
外
の
人
物
に

つ
い
て
、
両
幅
の
記
載
を
基
に
比
定
し
つ
つ
、
略
歴
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

宴
を
主
催
し
た
菅
茶
山
は
、
名
は
晋
帥
、
字
は
礼
卿
、
通
称
は
太
中
、
号
は
茶
山
と

称
し
た
。
備
後
国
神
辺
で
郷
塾
「
廉
塾
」
を
経
営
し
つ
つ
、
福
山
藩
儒
と
し
て
福
山
藩

の
藩
校
「
弘
道
館
」
の
教
授
も
務
め
た
。「
真
景
図
」
内
で
は
、「
Ａ
卓
」
の
向
か
っ
て
右

側
に
座
り
、
胸
の
前
で
腕
を
組
ん
で
い
る
人
物
が
茶
山
で
あ
る
。

　

谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
〇
）
は
、
名
を
正
安
、
通
称
は
文
五
郎
、
字
及
び
号
は
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文
晁
、
ま
た
別
に
写
山
楼
、
画
学
斎
と
号
し
た
。
父
は
田
安
家
の
家
臣
、
谷
麓
谷
で
あ

る
。
は
じ
め
、
狩
野
派
の
加
藤
文
麗
に
学
び
、
後
に
長
崎
派
の
渡
辺
玄
対
に
師
事
す

る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
田
安
家
に
出
仕
後
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
以
降
、
元

老
中
で
白
河
藩
主
の
松
平
定
信
編
纂
の
『
集
古
十
種
』
の
挿
図
を
描
い
た
。「
真
景
図
」

内
で
は
、
富
士
山
の
近
く
の
「
Ｂ
卓
」
で
絵
を
描
い
て
い
る
人
物
が
文
晁
で
あ
る
。

　

鈴
木
芙
蓉
（
一
七
四
九
～
一
八
一
六
）
は
、
名
を
雍
、
字
は
文
熙
、
通
称
は
新
兵
衛
、

号
を
芙
蓉
、
木
芙
蓉
、
老
蓮
と
称
し
た
。
信
濃
国
飯
田
に
生
ま
れ
、
江
戸
に
出
て
渡
辺

湊
水
に
学
ん
だ
。
林
家
に
入
門
し
儒
学
を
学
び
、
柴
野
栗
山
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
徳
島

藩
の
御
用
絵
師
と
な
っ
た
。「
真
景
図
」
内
で
は
、「
Ｄ
卓
」
で
絵
を
描
い
て
い
る
ふ
く

よ
か
な
人
物
が
芙
蓉
で
あ
る
。

　

宴
の
場
を
提
供
し
た
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
七
）
は
、
名
を
邦
彦
、
通
称

は
万
吉
、
平
助
、
字
は
彦
輔
、
号
を
栗
山
、
古
愚
軒
と
称
し
た
。
讃
岐
国
三
木
郡
牟
礼

村
に
生
ま
れ
、
高
松
の
後
藤
芝
山
に
学
び
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
江
戸
に
出
て
林

家
の
門
人
と
な
り
、
昌
平
黌
で
学
ん
だ
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
、
京
都
に
移
り
、
高

橋
図
南
に
師
事
し
国
学
を
学
ん
だ
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
、
徳
島
藩
に
儒
官
と
し

て
仕
え
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
か
ら
は
幕
府
の
儒
官
と
な
っ
た
。
岡
田
寒
泉
、
尾
藤

二
洲
、
古
賀
精
里
ら
と
共
に
寛
政
の
三
博
士
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
幕
府
の
学
問
所
「
昌

平
黌
」
で
学
制
の
改
革
に
努
め
、
老
中
松
平
定
信
に
勧
め
て
寛
政
異
学
の
禁
を
発
足

し
て
朱
子
学
を
振
興
し
た
。「
真
景
図
」
内
で
は
、「
Ｃ
卓
」
で
筆
を
持
っ
て
揮
毫
し
よ

う
と
し
て
い
る
人
物
が
栗
山
で
あ
る
。

　

古
賀
精
里
（
一
七
五
〇
～
一
八
一
七
）
は
、
名
を
樸
、
通
称
は
弥
助
、
字
は
淳
風
、
号

は
精
里
で
あ
る
。
肥
前
国
佐
賀
郡
古
賀
村
に
生
ま
れ
、
京
都
に
遊
学
し
て
福
井
小
車

や
西
依
成
斎
に
陽
明
学
を
学
び
、
大
阪
で
尾
藤
二
洲
や
頼
春
水
ら
と
親
交
し
て
朱
子

学
を
修
め
た
。
帰
郷
後
は
藩
校
「
弘
道
館
」
の
創
設
に
努
め
、
そ
の
教
授
と
な
り
、
朱

子
学
の
振
興
に
努
め
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
幕
命
に
よ
り
昌
平
黌
で
経
学
を

講
義
し
た
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
、
幕
府
の
儒
官
と
な
っ
た
。「
真
景
図
」
内
で
は
、

「
Ａ
卓
」
の
向
か
っ
て
左
側
に
座
り
、
盃
を
持
っ
て
い
る
ど
っ
し
り
と
し
た
大
柄
な
人

物
が
精
里
で
あ
る
。

　

尾
藤
二
洲
（
一
七
四
七
～
一
八
一
三
）
は
、
名
を
孝
肇
、
通
称
は
良
佐
、
字
は
志
尹
、

号
は
二
洲
、
約
山
で
あ
る
。
伊
予
国
川
之
江
の
廻
船
業
者
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
に

右
足
を
負
傷
し
て
、
歩
行
が
不
自
由
と
な
る
。
は
じ
め
、
宇
田
川
楊
軒
に
古
文
辞
学
を

学
び
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
大
阪
に
出
て
片
山
北
海
に
学
び
、
懐
徳
堂
の
中
井

履
軒
や
頼
春
水
ら
と
交
わ
り
、
朱
子
学
へ
転
向
し
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
、
昌

平
黌
の
教
授
と
な
り
、
朱
子
学
の
振
興
に
努
め
た
。「
真
景
図
」
内
で
は
、「
Ａ
卓
」
の

向
か
っ
て
左
側
付
近
の
小
姓
に
身
を
預
け
て
立
っ
て
い
る
人
物
が
二
洲
で
あ
る
。

　

岩
瀬
華
沼
（
一
七
三
二
～
一
八
一
〇
）
は
、
名
を
行
言
、
通
称
は
勘
平
、
字
は
子
言
、

号
は
華
沼
で
あ
る
。
河
口
静
斎
に
師
事
し
て
儒
学
を
学
び
、
島
原
藩
儒
と
な
り
、
寛

政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
創
設
さ
れ
た
藩
校
「
稽
古
館
」
の
教
授
と
な
っ
た
。「
真
景
図
」

内
で
は
、「
Ａ
卓
」
の
手
前
に
座
り
、
盃
を
掲
げ
た
細
身
の
人
物
が
華
沼
で
あ
る
。

　

頼
杏
坪
（
一
七
五
六
～
一
八
三
四
）
は
、
名
を
惟
柔
、
通
称
は
万
四
郎
、
字
は
千
祺
、

季
立
、
号
は
杏
坪
、
春
草
で
あ
る
。
安
芸
国
竹
原
の
紺
屋
に
生
ま
れ
、
茶
山
と
は
長
兄

の
春
水
、
次
兄
の
春
風
、
甥
の
山
陽
と
共
に
、
家
族
ぐ
る
み
の
親
交
が
あ
っ
た
。
安
永

九
年
（
一
七
八
〇
）
に
春
水
の
い
る
大
阪
へ
遊
学
し
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
春
水

に
従
い
江
戸
へ
行
き
、
服
部
栗
斎
に
朱
子
学
を
学
ぶ
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
広

島
藩
儒
と
な
り
、
世
子
の
浅
野
斉
賢
の
侍
読
を
務
め
た
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に

御
納
所
奉
行
上
席
城
郡
役
所
詰
と
な
り
、
そ
の
後
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
三
次
郡

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　
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奉
行
を
務
め
、『
芸
藩
通
志
』
を
編
纂
し
た
。「
真
景
図
」
内
で
は
、「
Ｃ
卓
」
の
向
か
っ

て
右
側
に
座
し
て
い
る
人
物
が
杏
坪
で
あ
る
。
写
真
３
で
は
、「
春
水
」
と
書
き
添
え

ら
れ
て
い
る
が
、「
詩
画
巻
」
内
の
落
款
が
杏
坪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
水
で
は
な
く

杏
坪
で
あ
る
。

　

倉
成
龍
渚
（
一
七
四
八
～
一
八
一
三
）
は
、
名
を
莖
、
通
称
は
善
司
、
字
は
善
卿
、
号

は
龍
渚
で
あ
る
。
中
津
藩
儒
者
で
、
中
津
藩
校
「
進
脩
館
」
の
教
授
を
務
め
た
。「
真
景

図
」
内
で
は
、
左
端
で
富
士
山
を
眺
め
て
い
る
人
物
が
龍
渚
で
あ
る
。

　

岡
田
寒
泉
（
一
七
四
〇
～
一
八
一
六
）
は
、
名
を
善
里
、
の
ち
恕
と
す
る
。
字
は
中
卿

ま
た
子
強
と
称
し
た
。
通
称
は
清
助
、
号
は
寒
泉
又
は
泰
斎
で
あ
る
。
詩
文
を
井
上

金
峨
に
学
び
、
村
主
玉
水
か
ら
朱
子
学
を
学
ん
だ
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
幕
府

に
儒
者
と
し
て
登
用
さ
れ
た
。
翌
年
、
柴
野
栗
山
と
と
も
に
聖
堂
取
締
に
任
命
さ
れ
、

寛
政
の
異
学
の
禁
に
尽
力
し
た
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
は
代
官
に
転
じ
て
、
常

陸
国
内
を
統
治
し
な
が
ら
昌
平
黌
の
講
師
も
務
め
た
。「
真
景
図
」
内
で
は
、「
Ａ
卓
」

の
中
央
に
座
り
、
紙
の
よ
う
な
も
の
を
持
ち
、
両
手
を
挙
げ
て
い
る
人
物
が
寒
泉
で

あ
る
。

　

「
詩
画
巻
」
に
記
載
の
順
番
は
、
谷
文
晁
と
鈴
木
芙
蓉
の
絵
の
後
、
柴
野
栗
山
、
古
賀

精
里
、
尾
藤
二
洲
、
岩
瀬
華
沼
の
五
言
古
詩
と
続
き
、
頼
杏
坪
と
倉
成
龍
渚
で
七
言
古

詩
と
な
り
、
岡
田
寒
泉
の
五
言
絶
句
で
詩
が
終
わ
る
。
そ
の
後
に
、
こ
の
宴
席
で
描
い

た
絵
が
文
晁
、
芙
蓉
の
順
に
継
ぎ
足
さ
れ
て
い
る
（
写
真
10
・
11
参
照
）
。
こ
の
継
ぎ
足

さ
れ
た
二
幅
の
絵
だ
け
が
絹
で
は
な
く
紙
に
描
か
れ
て
い
る
う
え
、
落
款
に
対
岳
楼

の
宴
で
描
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
（
11
）
、
記
念
と
し
て
貼
り
足
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

次
の
章
で
、「
詩
画
巻
」
に
記
載
さ
れ
た
順
に
詩
の
翻
刻
及
び
訳
注
を
紹
介
す
る
。

3　
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」翻
刻
及
び
訳
注

（
1
）　
鈴
木
芙
蓉「
蘇
遊
図
」柴
野
栗
山
賛（
七
言
絶
句
）（
写
真
4
）

（
印
）

令
老
蓮
就
谷
生
図
添
数
筆
／
老
蓮

錯
会
而
別
作
此
図
云
後
赤
壁
初
段

也
／
事
免
不
倫
不
宜
割
去
也
／
余

家
例
以
十
月
望
夕
宴
／
客
以

継
蘇
遊
近
在
数
日
間
／
而

礼
卿
不
肯
待

以
十
三
日
発
／

此
因
題
比
以

言
怨

後
遊
未
了
子
瞻
帰　

後
遊
未
だ
了お
わ

ら
ず
し
て　

子し

瞻せ
ん 

帰
る

行
到
誰
家
鱸
膾
肥　

行
き
て
到
る　

誰
が
家　

鱸ろ
か
い膾

の
肥
あ
ら
ん

記
所
相
思
半
夜
涕　

相
思
ふ
所
を
記
し
て　

半
夜
涕
な
み
だ

す

滴
和
月
露
落
征
衣　

滴
し
た
た

り
て
月
露
に
和
し　

征
衣
に
落
つ

　
　
　
　

柴
彦
題
（
印
）（
印
）

【
語
釈
】

〔
老
蓮
〕
鈴
木
芙
蓉
の
号
。〔
錯
〕
食
い
違
う
。
違
え
る
。〔
後
赤
壁
初
段
也
〕
北
宋
の
文
人
、
蘇
軾

（
12
）（
一
〇
三
六
―
一
一
〇
一
）が
詠
ん
だ
「
後
赤
壁
賦
」
の
初
段
の
こ
と
。
元
豊
五
年（
一
〇
八
二
）

　

老
蓮
を
し
て
谷
生
の
図
に
就
け
て
、
数
筆
を

添
わ
し
む
。
老
蓮
、
会
を
錯た
が

ひ
て
、
別
に
此
図
を

作
り
て
云
ふ
に
、「
後
赤
壁
初
段
な
り
」
と
。
事
、

倫
な
ら
ざ
る
を
免
じ
、
宜
し
く
割
去
す
べ
か
ら

ざ
る
な
り
。
余
家
、
例
と
し
て
十
月
の
望
を
以

て
夕
宴
す
。
客
、
蘇
遊
を
継
ぐ
を
以
て
数
日
間

近
在
す
。
而
れ
ど
も
礼
卿
、
待
つ
を
肯
ぜ
ず
し

て
、
十
三
日
を
以
て
発
す
。

　

此
に
因
り
て
題
し
、
比な
ら

べ
て
以
て
怨
を
言
ふ
。
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七
月
十
六
日
の
夜
に
左
遷
先
の
黄
州
府
城
の
西
北
の
漢
川
門
外
に
あ
る
赤
壁
で
舟
遊
し
、「
赤

壁
賦
」
を
詠
む
。
そ
の
三
ヶ
月
後
の
十
月
十
五
日
、
再
び
赤
壁
に
遊
び
、「
後
赤
壁
賦
」
を
詠
む
。

そ
の
初
段
「
是
歳
十
月
望
…
」
か
ら
次
段
の
一
節
「
於
是
携
酒
与
魚
、
復
遊
於
赤
壁
之
下
。（
是

に
於
ひ
て
酒
と
魚
を
携
へ
、
復
た
赤
壁
の
下
に
遊
ぶ
。
）
」
の
箇
所
（
13
）
と
思
わ
れ
る
。〔
不
倫
〕
、

ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
相
当
し
な
い
の
意
。〔
例
〕
習
わ
し
。〔
蘇
遊
〕
前
述
の
「
後
赤
壁
賦
」
に
あ
る

十
月
十
五
日
の
赤
壁
で
の
遊
宴
の
こ
と
。〔
子
瞻
〕
前
述
の
蘇
軾
の
字
。
茶
山
を
蘇
軾
に
な
ぞ
ら

え
て
い
る
。〔
鱸
膾
〕
ス
ズ
キ
の
な
ま
す
。
東
晋
の
呉
の
人
、
張
翰
が
故
郷
の
食
べ
物
を
懐
か
し

み
、
官
吏
を
辞
め
て
帰
郷
し
た
故
事
（
14
）
か
ら
、
故
郷
を
慕
う
気
持
ち
の
た
と
え
。〔
月
露
〕
月
夜

に
輝
く
露
。〔
征
衣
〕
旅
衣
。

◎
韻
字　

帰
・
肥
・
衣
（
上
平
声
五
微
）

【
意
訳
】

　

谷
文
晁
の
絵
に
対
し
て
、
鈴
木
芙
蓉
に
数
筆
書
き
添
え
さ
せ
た
。

　

芙
蓉
は
宴
を
間
違
え
て
、
七
月
の
餞
宴
と
は
別
の
こ
の
絵
を
描
き
、「
後
赤
壁
の
初

段
の
絵
で
す
」
と
言
っ
た
。
こ
の
詩
画
巻
に
は
合
わ
な
い
が
、
容
認
し
て
こ
の
絵
を
取

り
除
か
な
い
ほ
う
が
良
い
。

　

な
ぜ
な
ら
私
の
家
で
は
、
習
わ
し
と
し
て
十
月
十
五
日
に
夕
宴
を
し
て
い
る
。
客

人
は
蘇
軾
の
遊
宴
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
数
日
間
近
辺
に
滞
在
す
る
。
し
か
し
、
茶
山

は
そ
れ
を
待
た
ず
、
十
月
十
三
日
に
江
戸
を
出
立
す
る
。

　

よ
っ
て
こ
こ
に
詩
を
題
し
、
残
念
な
気
持
ち
を
書
き
添
え
る
。

　

後
赤
壁
の
遊
宴
が
今
だ
終
わ
ら
な
い
ま
ま
、
蘇
軾
た
る
茶
山
が
帰
郷
す
る
。
張
翰

が
ス
ズ
キ
の
な
ま
す
を
食
べ
、
故
郷
の
味
を
思
い
出
し
て
帰
郷
し
た
よ
う
に
、
い
っ

た
い
誰
の
家
で
帰
郷
の
思
い
を
沸
き
起
こ
さ
せ
る
料
理
を
食
べ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
書
き
添
え
な
が
ら
、
あ
な
た
（
茶
山
）
の
こ
と
を
思
い
、
夜
中
に
涙
を
流
す
。

そ
の
雫
は
滴
っ
て
月
夜
に
輝
く
夜
露
と
と
も
に
落
ち
、
あ
な
た
の
旅
衣
を
濡
ら
す
。

【
補
釈
】

　

こ
の
「
詩
画
巻
」
は
芙
蓉
の
「
蘇
遊
図
」
以
外
は
全
て
、
七
月
の
対
岳
楼
の
宴
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
る
。
栗
山
と
し
て
は
こ
の
七
月
の
宴
の
こ
と
を
描
い
て
欲
し
か
っ
た
が
、「
蘇
遊
図
」
を

切
り
取
る
に
は
忍
び
な
く
、
芙
蓉
に
文
晁
の
絵
に
落
款
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、
芙
蓉
も
対
岳
楼

の
宴
を
描
い
た
こ
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
栗
山
が
「
蘇
遊
図
」
に
こ
の
賛
を
書
き
、
茶

山
が
十
月
十
五
日
の
夕
宴
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
悔
や
む
詩
を
詠
む
こ
と
で
、
こ
の
「
詩
画
巻
」

に
「
蘇
遊
図
」
を
残
し
た
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
老
蓮
錯
会
…
不
宜
割
去
也
」
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
る
（
15
）
。

（
2
）　
柴
野
栗
山　
五
言
古
詩（
写
真
5
）

（
印
）

礼
卿
将
還
就
我
対
岳
楼

宴
諸
君
／
余
因
勧
作
図
谷
生
／

文
晁
喜
而
成
之
／
人
物
極
肖

関
西
楊
伯
起　

関
西
の
楊よ
う

伯は
く

起き

不
落
第
二
流　

第
二
流
に
落
ち
ず

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　

　

礼
卿
、
将
に
還
ら
ん
と
す
る
に
、
我
が
対
岳
楼

に
就
き
て
、
諸
君
と
宴
す
。
余
、
因
り
て
谷
生
に
図

を
作
る
こ
と
を
勧
む
。
文
晁
、
喜
び
て
之
を
成
す
。

人
物
、
極
め
て
肖に

た
り
。
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一
臥
黄
葉
村　

一
た
び
黄
葉
村
に
臥
し

千
喚
不
回
頭　

千
た
び
喚よ

べ
ど
も
頭
こ
う
べ

を
回め
ぐ

ら
さ
ず

朝
暮
三
時
酒　

朝
暮　

三
時
の
酒

清
歌
転
妙
喉　

清
歌　

妙
み
ょ
う
こ
う喉

を
転
が
す

忽
入
有
力
耳　

忽
た
ち
ま

ち
有
力
の
耳
に
入
り

駆
迫
向
東
州　

駆
迫
し
て　

東
州
に
向
ふ

可
憫
疲
世
途　

憫
あ
わ
れ

む
べ
し　

世せ
い

途と

に
疲
れ

然
似
楚
囚　

る
い

然
と
し
て
楚
囚
に
似
た
る
を

惟
有
芙
蓉
峰　

惟た

だ
芙ふ

蓉よ
う

峰ほ
う

有
り
て

可
以
解
覊
愁　

以
て
覊き

愁し
ゅ
うを

解
く
べ
き
の
み

晴
日
携
酒
餞　

晴
日　

酒し
ゅ

餞せ
ん

を
携
へ

来
借
対
岳
楼　

来
た
り
て
借
る　

対
岳
楼

楼
後
秋
山
海　

楼
後　

秋
の
山
海

挙
供
君
酔
眸　

挙こ
ぞ

り
て
君
の
酔す
い

眸ぼ
う

に
供
す

同
人
同
臭
味　

同
人　

臭
味
を
同
じ
く
し

相
追
来
相
求　

相
ひ
追
ひ　

来
り
て
相
ひ
求
む

雑
坐
無
賓
主　

雑
坐
し
て　

賓
主
無
く

交
錯
紛
献
酬　

交こ
う
さ
く錯

し
て　

献け
ん

酬
し
ゅ
う

紛ふ
ん

た
り

清
癯
或
如
鶴　

清せ
い

癯く　

或
ひ
は
鶴
の
如
く

鬜
禿
或
如
猴　

鬜か
ん

禿と
く　

或
ひ
は
猴
の
如
し　

或
如
一
足
夔　

或
ひ
は
一
足
の
夔き

の
如
く

或
如
千
斤
牛　

或
ひ
は
千
斤
の
牛
の
如
し

雖

亦
善
舞　

け
い

す
る
と
雖
も
亦
た
善
く
舞
い

雖
汗
駄
未
休　

汗あ
せ

す
る
と
雖
も
駄だ

し
て
未
だ
休
ま
ず

或
如
振
々
鷺　

或
ひ
は
振し
ん
し
ん々

た
る
鷺さ
ぎ

の
如
く

或
如
泛
々
鷗　

或
ひ
は
泛は
ん
は
ん々

た
る
鷗
か
も
め

の
如
し

灌
澆
或
互
嘲　

灌
か
ん
ぎ
ょ
う澆

し　

或
ひ
は
互
ひ
に
嘲
あ
ざ
け

り

争
弁
或
相
讐　

争
弁
し　

或
ひ
は
相
ひ
讐む
く

ゆ

或
談
性
命
微　

或
ひ
は
性
命
の
微
を
談
じ

或
陳
王
覇
猷　

或
ひ
は
王
覇
の
猷ゆ
う

を
陳の

ぶ

或
大
息
世
事　

或
ひ
は
世
事
に
大
息
し

或
長
唫
古
謳　

或
ひ
は
古こ

謳お
う

を
長
ち
ょ
う

唫ぎ
ん

す

雖
如
異
趣
向　

趣
向
を
異こ
と

に
す
る
が
如
し
と
雖
も

同
是
金
蘭
遊　

同と
も

に
是
れ
金き
ん
ら
ん蘭

の
遊ゆ
う

雖
如
阮
劉
誕　

阮げ
ん

劉り
ゅ
うの

誕た
ん

の
如
し
と
雖
も

同
是
董
賈
儔　

同と
も

に
是
れ
董と
う

賈か

の
儔
ち
ゅ
う　

　
　

若
使
之
当
路　

若
し
当
路
に
之い
た

ら
し
む
れ
ば

或
得
藉
箸
籌　

或
ひ
は
箸は
し

を
藉か

り
て

籌
は
か
り
ご
とを

得
ん

可
惜
置
事
外　

惜
し
む
べ
し　

事
外
に
置
き
て　

視
之
如
贅
瘤　

之
を
視
る
こ
と
贅ぜ
い

瘤り
ゅ
うの

如
き
を

縦
令
使
贅
瘤　

縦た

と令
ひ
贅
瘤
た
ら
し
む
る
も

世
可
更
有
否
」
世
に
更
に
有
る
べ
き
や
否
や

何
不
一
作
図　

何
ぞ
一
た
び
図
を
作
り

持
帰
照
林
邱
」
持
し
て
帰
り　

林り
ん

邱き
ゅ
うに

照
ら
さ
ざ
る

索
居
森
寂
夕　

索さ
く

居き
ょ　

森し
ん

寂せ
き

た
る
夕
に

可
以
破
離
憂　

以
て
離り

憂ゆ
う

を
破
る
べ
し
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柴
邦
彦
拝
贈
（
印
）
（
印
）

【
語
釈
】

〔
関
西
の
楊
伯
起
〕
後
漢
の
楊
震
の
こ
と
。
名
は
震
、
字
は
伯
起
。
函
谷
関
の
西
に
あ
る
弘
農
郡

に
住
ん
で
い
た
。
儒
学
の
経
典
に
明
る
く
博
学
だ
っ
た
た
め
、「
関
西
の
孔
子
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
長
い
間
、
仕
官
せ
ず
民
間
で
儒
学
を
教
え
て
い
た
が
、
五
十
歳
に
し
て
、
漸
く
仕
官
し
た

（
16
）
。
茶
山
を
楊
震
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。〔
臥
〕
仕
官
せ
ず
に
隠
居
す
る
。〔
千
喚
〕
何
度
も
呼

び
寄
せ
る
。〔
回
頭
〕
頭
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
。
振
り
向
く
こ
と
。〔
三
時
〕
朝
・
日
中
・
黄
昏
の
こ

と
。
こ
こ
で
は
、
一
日
中
。『
栗
山
堂
詩
集
』
の
「
菅
礼
卿
借
余
楼
以
宴
諸
賢
得
幽
字
」（
以
下
『
栗

山
堂
詩
集
』
と
い
う
。
）
で
は
、「
三
椀
」
と
す
る
（
17
）
。〔
妙
喉
〕
非
常
に
精
緻
な
さ
ま
。
巧
み
な
さ

ま
。〔
東
州
〕
東
国
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
江
戸
を
指
す
。〔
世
途
〕
人
生
の
道
程
。〔

然
〕
疲
れ
果

て
た
さ
ま
。〔
楚
囚
〕
郷
里
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
い
る
人
の
例
え
。
春
秋
時
代
の
楚
国
の
鍾
儀
は

晋
国
に
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
楚
国
の
冠
を
外
そ
う
と
は
せ
ず
、
常
に
被
る
こ
と
で
祖
国
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
故
事
（
18
）
に
よ
る
。〔
芙
蓉
峰
〕
富
士
山
の
別
称
。
蓮
の
花
に
似
た
峰
の

意
。〔
覊
愁
〕
旅
先
で
感
じ
る
愁
い
。
旅
愁
。〔
酔
眸
〕
酒
に
酔
っ
た
瞳
。〔
同
人
〕
趣
味
や
志
を
同

じ
く
す
る
人
々
。〔
臭
味
〕
趣
味
や
志
向
を
同
じ
く
す
る
こ
と
。〔
献
酬
〕
盃
を
や
り
取
り
す
る
。

〔
清
癯
或
如
鶴
〕「
清
癯
」
は
、
痩
せ
て
す
ら
り
と
し
て
い
る
さ
ま
。
宴
の
参
加
者
の
誰
を
指
す
か

は
、
不
明
。〔
鬜
禿
〕
髪
の
毛
が
抜
け
て
、
は
げ
た
さ
ま
。
岩
瀬
華
沼
を
指
す
。
後
述
の
頼
杏
坪
の

七
言
古
詩
に
、「
磐
翁
童
々
頭
無
毛（
磐
翁
は
童
々
に
し
て
、
頭 

無
毛
た
り
）」
と
あ
る
。〔
一
足
夔
〕

牛
の
顔
を
し
て
、
角
の
無
い
蒼
色
の
身
体
で
、
一
本
足
の
霊
獣
（
19
）
。
幼
少
の
頃
、
足
を
病
み
歩

行
が
不
自
由
に
な
っ
た
尾
藤
二
洲
を
指
す
。〔
千
斤
牛
〕
兕じ

と
い
う
一
本
角
の
蒼
黒
い
牛
。
中
国

の
神
話
に
登
場
す
る
動
物
（
20
）
。
古
賀
精
里
の
こ
と
。
頼
杏
坪
『
春
草
堂
詩
抄
』
巻
五
「
追
懐
江

都
亡
師
友
諸
賢
」
に
、「
杏
壇
師
道
佑
皇
猷
、
蓮
幕
隣
盟
参
廟
謀
、
負
重
遠
行
君
独
在
、
世
間
無

復
萬
斤
牛
。
精
里
先
生
、
先
生
肥
大
。
栗
翁
目
謂
萬
斤
牛
。（
杏
壇
の
師
道　

皇
猷
を
佑た
す

け
、
蓮

幕
の
隣
盟 

廟
謀
に
参
ず
、
重
き
を
負
ひ
て
遠
く
に
行
き 

君
独
在
り
、
世
間
に
復
た
萬
斤
の
牛

無
し
。
精
里
先
生
、
先
生
肥
大
な
り
、
栗
翁
目
し
て
謂
ふ
に
、
萬
斤
の
牛
。
）
」
と
あ
る
（
21
）
。〔

〕

片
足
で
歩
く
こ
と
。〔
駄
〕
荷
物
を
背
に
乗
せ
る
こ
と
。〔
振
々
〕
群
が
っ
て
飛
ぶ
さ
ま
。〔
泛
々
〕

浮
か
び
漂
う
さ
ま
。〔
灌
澆
〕
水
を
そ
そ
ぐ
。〔
讐
〕
応
答
す
る
。〔
王
覇
〕
王
道
と
覇
道
。
道
徳
に

も
と
づ
い
て
天
下
を
治
め
る
者
を
王
と
い
い
、
強
権
に
よ
っ
て
天
下
を
治
め
る
者
を
覇
と
い
う
。

〔
猷
〕
は
か
り
ご
と
。
策
略
の
意
。
も
し
く
は
、
道
。〔
金
蘭
遊
〕「
金
蘭
」
は
意
気
投
合
し
た
交
友

や
深
い
友
情
を
い
う
（
22
）
。「
遊
」
は
交
わ
り
を
結
ん
だ
友
の
こ
と
。『
世
説
新
語
』
賢
媛
篇
に
「
山

公
与
嵆
阮
一
面
契
若
金
蘭
（
山
公
、
嵆
阮
と
一
面
し
て
、
契
り
金
蘭
の
若
し
）
」
と
あ
り
、
竹
林
の

七
賢
で
あ
る
山
濤
、
嵆
康
、
阮
籍
が
一
度
の
出
会
い
で
金
蘭
の
契
り
を
交
わ
し
た
こ
と
を
典
故

と
す
る
。〔
大
息
〕た
め
息
。
た
め
息
を
つ
い
て
嘆
く
こ
と
。〔
阮
劉
〕「
阮
」
は
三
国
時
代
の
魏
人
、

阮
籍
（
二
一
〇
―
二
六
三
）
の
こ
と
。
老
荘
の
学
を
好
み
、
酒
と
琴
を
愛
し
、
形
式
的
な
礼
法
に

反
抗
し
た
。「
劉
」
は
西
晋
の
劉
伶
（
二
二
一
？
―
三
〇
〇
？
）
の
こ
と
。
酒
を
好
み
、
生
死
に
さ

と
り
を
開
き
、
常
に
供
の
者
に
墓
を
掘
る
た
め
の
鍤す
き

を
持
た
せ
て
い
た
。
両
者
と
も
竹
林
の
七

賢
。〔
誕
〕
気
ま
ま
に
す
る
。〔
董
賈
〕「
董
」
は
董
仲
舒
（
前
一
七
六
年
？
～
前
一
〇
四
年
）
の
こ

と
。
前
漢
の
儒
学
者
で
、
景
帝
に
仕
え
て
博
士
と
な
り
、
武
帝
に
「
挙
賢
良
対
策
」
で
認
め
ら
れ

た
。
儒
教
を
政
治
の
基
本
思
想
と
す
る
道
を
開
い
た
。「
賈
」
は
賈
誼
（
前
二
〇
〇
～
前
一
六
八

年
）
の
こ
と
。
前
漢
の
政
治
家
・
文
人
で
、
賈
生
・
賈
太
傅
と
称
さ
れ
る
。
前
漢
の
文
帝
に
仕
え
、

種
々
の
改
革
を
図
る
も
、
保
守
派
に
阻
ま
れ
て
左
遷
さ
れ
た
が
、
再
び
信
任
さ
れ
、
梁
懐
王
の

太
傅
と
な
る
。〔
儔
〕
同
類
、
た
ぐ
い
。〔
当
路
〕
重
要
な
地
位
。〔
藉
箸
籌
〕
計
略
を
指
し
示
す
こ
と
。

張
良
が
劉
邦
の
食
前
の
箸
を
借
り
て
、
計
略
を
指
示
し
た
故
事
（
23
）
に
よ
る
。「
籌
」
は
計
略
の

こ
と
。〔
贅
瘤
〕こ
ぶ
。
無
用
な
も
の
の
た
と
え
（
24
）
。〔
世
可
更
有
否
〕『
栗
山
堂
詩
集
』
で
は
、「
世

可
更
可
否
（
世
は
更
に
可
と
す
べ
き
や
不
や
）
」
と
す
る
。〔
何
不
作
図
〕
前
述
の
栗
山
主
催
の
後

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　
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赤
壁
の
宴
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
残
念
が
っ
て
言
う
か
。〔
林
邱
〕
郷
里
や
隠
遁
の
地
の
こ
と
。

〔
索
居
〕
孤
独
に
離
れ
て
暮
ら
す
。〔
森
寂
〕
奥
深
く
ひ
っ
そ
り
と
寂
し
い
さ
ま
。

◎
韻
字　

流
・
頭
・
喉
・
州
・
囚
・
愁
・
楼
・
眸
・
求
・
酬
・
猴
・
牛
・
休
・
鷗
・
讐
・
猷
・
謳
・
遊
・
儔
・
籌
・
瘤
・

邱
・
憂
（
下
平
声
十
一
尤
）

【
補
釈
】

　

「
縦
今
使
贅
瘤
」
の
句
以
外
は
、
句
末
に
同
一
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
世
可
更

有
否
」
以
外
の
韻
字
は
、
下
平
声
十
一
尤
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、「
縦
今
使
贅
瘤
」
の

句
に
お
い
て
前
の
句
と
同
じ
「
瘤
」
の
字
を
使
っ
て
読
者
の
注
意
を
惹
き
付
け
、
次
の
「
世
可
更

有
否
」
の
句
で
他
の
句
と
は
違
う
仄
上
声
二
十
五
有
の
韻
脚
を
踏
む
こ
と
で
、
こ
の
句
が
特
別

目
立
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
意
訳
】

　

茶
山
が
ち
ょ
う
ど
郷
里
に
帰
る
時
期
に
、
我
が
対
岳
楼
で
諸
君
ら
と
宴
を
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
谷
文
晁
に
絵
を
描
く
よ
う
に
勧
め
た
。
文
晁
は
喜
ん
で
描
い
た
と
こ
ろ
、

人
物
は
実
に
よ
く
似
て
い
た
。

　

関
西
の
楊
伯
起
が
志
高
く
二
流
に
は
落
ち
な
か
っ
た
よ
う
に
、
菅
茶
山
も
ま
た
故

郷
の
黄
葉
山
に
隠
居
し
て
い
な
が
ら
一
流
の
学
者
で
、
何
度
も
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
は

仕
官
を
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が
、
な
か
な
か
応
じ
な
か
っ
た
。

　

朝
に
晩
に
と
一
日
中
酒
を
飲
ん
で
は
詩
を
詠
み
、
茶
山
の
詠
ん
だ
清
ら
か
な
詩
は
、

巧
な
人
々
に
伝
播
す
る
よ
う
に
詠
わ
れ
る
の
で
、
評
判
は
す
ぐ
さ
ま
藩
主
た
ち
の
耳

に
入
り
、
江
戸
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
体
を
急
き
立
て
、
江
戸
に
向
か
っ
て
旅
を
し
て
き

た
が
、
旅
路
に
疲
れ
た
さ
ま
を
み
て
、
気
の
毒
に
思
う
。
郷
里
を
忘
れ
ず
、
疲
れ
果
て

た
姿
は
、
ま
る
で
晋
に
捕
ら
え
ら
れ
た
楚
の
鍾
し
ょ
う

儀ぎ

の
よ
う
だ
。
た
だ
そ
こ
に
あ
る
富

士
山
だ
け
が
、
旅
の
愁
い
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

雨
が
上
が
り
晴
れ
た
日
に
酒
と
饗
膳
を
携
え
、
対
岳
楼
を
借
り
に
や
っ
て
来
た
。

楼
の
後
ろ
に
は
秋
の
山
海
の
幸
が
あ
り
、
こ
ぞ
っ
て
酔
っ
た
貴
方
の
目
の
前
に
ふ
る

ま
う
。

　

同
じ
趣
味
や
志
向
を
持
つ
も
の
同
士
、
後
追
い
し
た
り
、
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、

互
い
に
求
め
あ
う
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
座
っ
て
い
る
の
で
、
だ
れ
が
賓
客
な
の
か
主

催
者
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
り
、
主
人
と
客
が
入
り
乱
れ
て
盃
を
勧
め
合
っ
て
い
る
。

　

痩
せ
て
す
ら
り
と
し
て
い
る
人
は
、
も
し
か
す
る
と
鶴
な
の
だ
ろ
う
か
。
髪
の
毛

の
薄
い
岩
瀬
華
沼
は
、
或
い
は
猿
な
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
尾
藤
二
洲
は
、
中
国
の
神

話
に
出
て
く
る
片
足
の
夔
な
の
か
。
或
い
は
古
賀
精
里
は
兕
と
い
う
千
斤
も
の
大
き

さ
の
牛
な
の
か
。
足
が
不
自
由
で
あ
っ
て
も
見
事
に
舞
い
、
汗
を
か
い
て
も
背
に
荷

物
を
載
せ
て
休
む
こ
と
も
な
く
動
い
て
い
る
。

　

或
い
は
鷺
の
よ
う
に
群
が
っ
た
り
、
或
い
は
鷗
の
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
に
漂
っ
て
は
、

話
に
水
を
そ
そ
ぎ
、
ま
た
は
互
い
に
か
ら
か
っ
た
り
す
る
。
或
い
は
論
争
し
た
り
、
互

い
に
応
酬
し
た
り
す
る
。
或
い
は
人
の
素
質
と
運
命
の
奥
深
さ
を
語
り
合
っ
た
り
、

或
い
は
王
道
と
覇
道
に
つ
い
て
考
え
、
謀
り
ご
と
を
述
べ
た
り
す
る
。
或
い
は
世
の

出
来
事
に
た
め
息
を
つ
い
て
嘆
き
、
或
い
は
古
詩
を
長
々
と
詠
ん
だ
り
す
る
。
互
い

に
趣
向
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
山
濤
た
ち
が
交
わ
し
た
金
蘭
の
契
り
の
よ
う
な
深
い

交
友
で
あ
る
。

　

竹
林
の
七
賢
で
あ
る
阮
籍
や
劉
伶
の
よ
う
に
、
気
ま
ま
に
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ

う
な
も
の
だ
と
は
言
っ
て
も
、
共
に
董
仲
舒
や
賈
誼
と
同
格
の
人
物
で
あ
る
。
も
し
、
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彼
ら
を
し
て
重
要
な
地
位
に
し
た
な
ら
ば
、
張
良
の
よ
う
に
君
主
に
対
し
計
略
を
指

し
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

な
ん
と
残
念
な
こ
と
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
そ
の
地
位
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
と
は
。

ま
る
で
こ
ぶ
の
よ
う
に
無
用
な
も
の
の
よ
う
に
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
、
無

用
の
も
の
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、（
神
仙
世
界
に
行
か
ず
、
）
更
に
こ
の
世
に
い
る
べ

き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ど
う
し
て
江
戸
に
い
る
間
に
も
う
一
度
宴
を
し
て
絵
を
描
き
、
持
ち
帰
っ
て
郷
里

で
飾
ら
な
い
の
か
。
友
人
と
離
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
孤
独
に
暮
ら
す
寂
し
い
夜
も
、
こ

の
絵
を
見
て
憂
い
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
。

（
3
）　
古
賀
精
里　
五
言
古
詩「
新
秋
栗
山
堂
集
得
韻
支
」（
写
真
6
）

（
印
）

新
秋
集
栗
山
堂
得
韻
支　

新
秋　

栗
山
堂
に
集つ
ど

ひ
て
韻
支
を
得
る

　
　
　
　
　

 

　

備
中　

菅
君
礼
卿
祗　

藩
侯
之
召
／
春
間

東
下
／
迨
暇
屢
期
遊
賞
／
余
以
悼
亡
辞
／
諸
子
亦

偶
礙
事
不
果
／
至
是
治
食
就
宴
於
栗
山
堂

乃
得
披
豁　
　
　
　
　
　

選
勝
朱
門
客　

勝
を
選
ぶ　

朱
門
の
客

携
樽
会
旧
知　

樽
を
携
へ　

旧
知
に
会
す

昨
雨
洗
天
地　

昨
雨　

天
地
を
洗
ひ

炎
景
戢
威
時　

炎
景　

威
を
戢お
さ

む
る
時

商
律
蜻
蛚
鳴　

商
律　

蜻せ
い
れ
つ蛚

鳴
き

園
卉
動
涼
颸　

園え
ん

卉き　

涼り
ょ
う
し颸

に
動
く

久
要
在
臨
汎　

久
き
ゅ
う

要よ
う　

臨り
ん
は
ん汎

に
在
り

楽
事
幾
愆
期　

楽
事　

幾
た
び
か
期
を
愆
う
し
な

ふ

通
衢
車
轂
撃　

通つ
う

衢く　

車し
ゃ

轂こ
く

撃
ち

遊
舫
咽
水
湄　

遊ゆ
う

舫ほ
う　

水す
い

湄び

に
咽い
ん

す

静
躁
寧
同
趣　

静
躁　

寧
い
ず
く

ん
ぞ
趣
を
同
じ
く
せ
ん
や

雅
俗
況
異
宜　

雅
俗　

況
ん
や
宜
し
き
を
異
に
す

不
若
駿
台
上　

駿
台
の
上
に
若し

か
ず

憑
高
寨
幔
帷　

高
き
に
憑よ

る　

寨さ
い

の
幔ま
ん

帷い

気
爽
滅
浮
埃　

気 

爽
に
し
て　

浮
埃
を
滅
す

万
彙
無
遁
姿　

万ば
ん

彙い　

無む

遁と
ん

の
姿

歴
々
堪
攬
結　

歴
　々

攬ら
ん

結け
つ

に
堪た

へ

江
山
簇
秀
奇　

江
山　

秀
奇
に
簇
む
ら
が

る

蹇
我
罹
家
厄　

蹇あ
あ　

我　

家
厄
に
罹か
か

り

半
年
不
展
眉　

半
年　

展て
ん

眉び

せ
ず

幸
当
残
暑
退　

幸
い
に
残
暑
退
く
に
当
た
り

幷
得
抱
懐
披　

幷な
ら

び
に
抱
懐　

披ひ
ら

く
を
得
た
り

留
歓
未
渠
央　

歓
に
留
ま
り
て　

未
だ
渠に

わ
か
に
央つ

き
ず

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　

　

備
中
の
菅
君
礼
卿
、
藩
侯
の

召
に
祗し

し
て
、
春
間
に
東
下
す
。

暇
に
迨お

よ

び
て

屢
し
ば
し
ば

遊
賞
を
期
す
。

余
、
悼と

う

亡ぼ
う

を
以
て
辞
し
、
諸
子

も
亦
た

偶
た
ま
た
ま

事
に
礙

さ
ま
た

げ
ら
れ
果

た
せ
ず
。
是
に
至
り
て
食
を
治

め
、
栗
山
堂
に
就
宴
す
。
乃
ち

披ひ

豁か
つ

す
る
を
得
た
り
。
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参
横
城
樹
枝　

参　

横
た
わ
る　

城
樹
の
枝

　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

　
　

古
賀
樸
具
（
印
）
（
印
）

【
語
釈
】

〔
韻
支
〕
上
平
声
四
支
の
こ
と
。『
精
里
二
集
抄
集
』
巻
二
「
新
秋
栗
山
堂
集
得
四
支
」（
25
）（
以
下

『
精
里
二
集
抄
集
』
と
い
う
。
）で
は
「
四
支
」
と
す
る
。〔
春
間
〕「
古
賀
・
西
山
・
四
明
・
海
門
・
龍
渚

外
十
三
名
詩
画
」（
26
）
に
収
め
ら
れ
る
詩
「
新
秋
集
栗
山
堂
得
韻
支
」（
以
下
、「
書
画
類
182
」
と
い

う
。）で
は
、「
春
末
」
と
す
る
。〔
祗
〕
参
勤
す
る
主
君
に
従
い
、
江
戸
勤
番
す
る
「
祗
役
」
の
こ
と
。

〔
備
中
〕「
備
後
」
の
誤
り
。〔
迨
暇
屢
期
遊
賞
〕「
遊
賞
」
は
山
川
な
ど
に
遊
ん
で
、
風
景
を
鑑
賞
す

る
こ
と
。『
精
里
二
集
抄
集
』
で
は
「
屢
訂
游
期
（
屢
游
期
を
訂さ
だ

む
）
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
書

画
類
182
」
で
は
「
迨
暇
屢
訂
遊
期（
暇
に
迨
び
て
屢
遊
期
を
訂
む
）」
と
す
る
。〔
余
以
悼
亡
辞
〕「
悼

亡
」
は
妻
と
死
別
す
る
こ
と
。
精
里
の
妻
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
没
し
て
い
る
（
27
）
。『
精

里
二
集
抄
集
』
で
は
「
余
以
悼
亡
不
赴
（
余
悼
亡
を
以
て
赴
か
ず
）
」
と
す
る
。〔
諸
子
亦
偶
碍
事

不
果
〕『
精
里
二
集
抄
集
』
で
は
「
而
諸
子
亦
偶
碍
事
輒
止
（
而
し
て
諸
子
も
亦
た
偶
、
事
に
碍
げ

ら
れ
輒
ち
止
む
）
」
と
す
る
。〔
至
是
治
食
〕「
治
」
は
調
達
す
る
こ
と
。
ま
た
は
、
取
り
揃
え
る
こ

と
。「
書
画
類
182
」
で
は
「
至
是
治
厨
（
是
に
至
り
て
厨
を
治
む
）
」
と
す
る
。〔
披
豁
〕
胸
や
心
を

開
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
妻
と
死
別
し
て
沈
ん
で
い
た
気
持
ち
が
晴
れ
た
こ
と
を
表
す
。
ま
た
、

併
せ
て
妻
の
喪
に
服
し
て
い
た
こ
と
で
遊
宴
に
参
加
で
き
ず
、
茶
山
を
は
じ
め
と
す
る
友
に

会
え
な
い
残
念
な
気
持
ち
が
晴
れ
た
こ
と
を
い
う
。〔
朱
門
〕
身
分
の
高
い
人
の
屋
敷
の
こ
と
。

〔
戢
〕
収
め
る
こ
と
。
ま
た
、
和
ら
ぐ
こ
と
。〔
商
律
〕
秋
の
音
律
。「
商
」
は
音
階
の
五
音
で
五
行

説
の
「
秋
」
に
当
た
る
。〔
蜻
蛚
〕
コ
オ
ロ
ギ
。〔
卉
〕
草
の
総
称
。〔
涼
颸
〕
涼
し
げ
な
風
。「
颸
」
は

さ
っ
と
吹
く
涼
し
い
風
。〔
久
要
〕
以
前
か
ら
の
約
束
。〔
臨
汎
〕
船
を
浮
か
べ
る
に
臨
ん
で
。
隅

田
川
で
の
舟
遊
の
こ
と
か
。
茶
山
は
江
戸
滞
在
中
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
十
九
日
と

七
月
九
日
に
隅
田
川
で
舟
遊
し
て
い
る
（
28
）
。〔
通
衢
〕
四
方
八
方
に
通
じ
る
道
。
転
じ
て
賑
や

か
な
土
地
。〔
車
轂
撃
〕「
車
轂
」
は
車
輪
の
車
軸
を
通
す
部
品
「
こ
し
き
」
の
こ
と
。
車
の
こ
し

き
同
士
が
打
ち
合
う
こ
と
を
い
い
、
市
街
の
繁
華
な
さ
ま
を
い
う
。〔
水
湄
〕
川
の
ほ
と
り
。〔
況

異
宜
〕『
精
里
二
集
抄
集
』
で
は
「
原
異
宜
（
原も
と

よ
り
宜
し
き
を
異
に
す
）
」
と
す
る
。〔
駿
台
〕
駿

河
台
。
上
は
旗
本
屋
敷
が
集
ま
り
、
下
は
市
場
が
立
っ
た
。
栗
山
の
邸
宅
は
駿
河
台
の
上
に
あ
っ

た
。〔
憑
〕
物
に
も
た
れ
か
か
る
。
寄
り
添
い
つ
く
。〔
寨
〕
木
を
組
ん
だ
籬
ま
が
き

の
こ
と
。〔
幔
帷
〕
幕

ま
た
は
、
帷
。〔
万
彙
〕
万
物
。『
精
里
二
集
抄
集
』
で
は
「
万
類
」
と
す
る
。〔
歴
々
〕
は
っ
き
り
と

し
た
さ
ま
。
ま
た
、
一
つ
ひ
と
つ
。〔
攬
結
〕（
景
観
な
ど
を
）手
中
に
収
め
る
。〔
簇
秀
奇
〕「
簇
」
は
、

む
ら
が
る
。『
精
里
二
集
抄
集
』
で
は
「
競
秀
奇（
秀
奇
を
競
ふ
）」
と
す
る
。〔
蹇
〕
嘆
息
の
こ
と
ば
。

「
あ
あ
」
。〔
展
眉
〕
眉
を
ひ
ら
き
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
す
。
喜
ん
だ
り
安
心
し
た
り
す
る
さ
ま
。〔
抱

懐
〕
心
に
抱
く
。
胸
中
の
思
い
。〔
留
歓
〕『
精
里
二
集
抄
集
』
及
び
「
書
画
類
182
」
で
は
、「
耽
賞
」

と
す
る
。〔
参
〕オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星
の
こ
と
。

◎
韻
字　

知
・
時
・
颸
・
期
・
湄
・
宜
・
帷
・
姿
・
奇
・
眉
・
披
・
枝
（
上
平
声
四
支
）

【
意
訳
】

　

初
秋
、
栗
山
堂
に
集
ま
り
、「
支
」
の
韻
を
得
て
詠
む
。

　

備
後
の
菅
茶
山
は
、
藩
主
に
召
さ
れ
、
春
の
間
に
江
戸
へ
来
た
。
休
暇
の
時
に
、
し

ば
し
ば
会
う
約
束
を
し
た
。
私
は
妻
が
亡
く
な
っ
た
た
め
辞
退
し
、
他
の
人
達
も
諸

用
が
入
っ
て
約
束
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
料
理
を
取
り

揃
え
、
栗
山
堂
で
宴
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
て
や
っ
と
沈
ん
で
い
た
気
持

ち
が
晴
れ
た
。
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名
勝
の
場
を
選
ん
だ
客
が
、
高
貴
な
屋
敷
に
酒
の
樽
を
携
え
て
や
っ
て
来
て
、
旧

知
の
友
と
会
う
。
昨
日
の
雨
が
、
天
地
を
洗
い
、
暑
さ
が
収
ま
っ
た
時
、
虫
の
声
が
秋

の
旋
律
を
奏
で
、
庭
園
の
草
が
さ
っ
と
吹
く
涼
風
に
そ
よ
ぐ
。
以
前
か
ら
舟
遊
を
し

よ
う
と
約
束
し
て
い
た
が
、
こ
の
楽
し
い
事
は
幾
度
、
機
会
を
失
っ
た
こ
と
か
。

　

市
中
の
道
は
車
の
こ
し
き
が
打
ち
合
っ
て
喧
騒
し
、
舟
遊
の
舟
々
は
川
の
ほ
と
り

に
止
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
静
け
さ
と
騒
が
し
さ
の
趣
が
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
ま

し
て
や
雅
人
と
俗
人
で
は
、
良
い
と
す
る
も
の
が
違
う
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
舟
遊

で
さ
え
駿
河
台
の
上
に
は
及
ば
ず
、
こ
こ
が
一
番
趣
が
良
い
。
高
台
に
立
つ
籬
ま
が
き

の
幕
。

空
気
は
清
々
し
く
澄
み
、
舞
い
上
が
っ
た
埃
を
消
し
、
全
て
の
も
の
は
隠
し
よ
う
の

な
い
そ
の
ま
ま
の
姿
で
、
一
つ
一
つ
は
っ
き
り
と
見
え
、
今
に
も
手
に
取
る
こ
と
が

で
き
そ
う
な
山
川
が
、
美
し
く
連
な
っ
て
い
る
。

　

あ
ぁ
、
私
は
妻
を
失
い
、
半
年
、
喜
ん
だ
り
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
幸
い
に
し
て

ち
ょ
う
ど
残
暑
も
去
る
の
に
併
せ
て
、
胸
中
の
思
い
も
開
放
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

楽
し
い
宴
は
続
き
、
い
ま
だ
す
ぐ
に
は
終
わ
ら
な
い
。
見
上
げ
れ
ば
、
オ
リ
オ
ン
座
が

江
戸
城
の
樹
の
枝
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

（
4
）　�

尾
藤
二
洲　
五
言
古
詩「
菅
君
礼
卿
讌
諸
子
於
柴
氏
後
亭
賦
成
八
韻
」（
写
真

7
右
）

　
　

（
印
）　

　
　

菅
君
礼
卿
讌
諸
子
於
柴
氏

　
　
　
　

後
亭
賦
成
八
韻

涼
雨
駆
滞
暑　

涼
雨　

滞
暑
を
駆か

り

簾
攏
自
無
塵　

簾
す
だ
れ 

攏あ

わ
せ　

自
お
の
ず
から

塵ち
り

無
し

文
海
鷗
鷺
盟　

文
海
に　

鷗お
う

鷺ろ

の
盟

詞
壇
老
主
人　

詞
壇
に　

老
主
人

主
人
素
愛
客　

主
人　

素
よ
り
客
を
愛
し

許
客
更
邀
賓　

許
客　

更
に
賓ひ
ん

に
邀む
か

ふ

賓
筵
何
秩
　々

賓ひ
ん

筵え
ん　

何
ぞ
秩ち
つ
ち
つ々

た
り

群
英
何
彬
　々

群
英　

何
ぞ
彬ひ
ん
ぴ
ん々

た
り

清
風
吹
満
座　

清
風　

吹
き
て
座
に
満
つ

素
月
上
城
闉　

素
月　

城
闉い
ん

に
上
る

沈
李
而
浮
瓜　

李
を
沈
め
て　

瓜
を
浮
べ

釃
酒
以
撃
鮮
」
酒
を
釃し
た

み　

以
て
鮮
を
撃
つ

勝
致
有
如
此　

勝
致　

此
の
如
く
有
り

誰
不
放
其
神
」
誰
か　

其
の
神し
ん

を
放
た
ざ
る
や

況
茲
陸
沈
者　

況い
わ

ん
や
茲こ
こ

に
陸
沈
す
る
者

方
駕
竟
夕
観
」
方
駕　

竟ひ
っ
せ
き夕

の
観

　　
　
　
　

二
洲
肇
具
草　

（
印
）
（
印
）

【
語
釈
】

〔
八
韻
〕
脚
韻
の
数
を
い
う
。「
六
如
上
人 

岡
田 

尾
藤 

古
賀 

三
博
士
詩 

栗
翁
尺
牘
」（
29
）
に
収

め
ら
れ
る
二
洲
の
詩
（
以
下
「
書
画
類
167
」
と
い
う
。
）
は
「
七
韻
」
と
す
る
。「
詩
画
巻
」
の
詩
に

あ
る
九
句
目
と
十
句
目
が
省
か
れ
て
い
る
た
め
、
脚
韻
の
数
が
七
に
な
っ
た
。〔
讌
〕
宴
や
酒
盛

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　

　

菅
君
礼
卿
、
諸
子
と
柴
氏
の
後
亭
に
於
ひ
て
讌え
ん

し
、
賦
し
て
八
韻
を
成
す
。
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り
を
す
る
。〔
攏
〕
く
く
り
集
め
る
こ
と
。〔
文
海
〕
文
壇
の
こ
と
。〔
鷗
鷺
盟
〕「
鷺
約
」
と
「
鷗
盟
」

の
こ
と
。
世
俗
を
離
れ
た
風
流
な
交
際
。
鷗
も
鷺
も
自
由
な
こ
と
を
表
現
す
る
と
き
に
使
用
さ

れ
る
。〔
許
客
〕「
許
」
は
認
め
る
。
招
待
し
た
客
の
こ
と
。〔
賓
筵
何
秩
々
〕「
賓
筵
」
は
客
を
も
て

な
す
宴
の
席
。「
秩
々
」
は
秩
序
正
し
く
整
っ
て
い
る
さ
ま
。『
詩
経
』
小
雅
「
賓
之
初
筵
」
を
典

故
と
す
る
か
（
30
）
。〔
群
英
〕
賢
人
た
ち
。『
静
寄
軒
集
』
巻
四
の
「
菅
君
礼
卿
讌
諸
子
於
柴
氏
後

亭
賦
成
八
韻
」（
31
）（
以
下
『
静
寄
軒
集
』
と
い
う
。
）
及
び
「
書
画
類
167
」
で
は
、「
群
彦
」
と
す
る
。

〔
彬
々
〕
文
（
外
面
の
飾
り
）
と
質
（
内
容
）
が
、
兼
ね
備
わ
っ
て
い
る
さ
ま
（
32
）
。〔
素
月
〕
白
く
明

る
い
月
。〔
闉
〕
城
門
を
守
る
た
め
に
、
城
門
に
重
な
る
よ
う
に
突
き
出
し
た
半
円
状
の
門
。〔
沈

李
而
浮
瓜
〕
消
夏
遊
楽
の
行
事
（
33
）
。〔
撃
鮮
〕
獣
を
殺
し
て
新
鮮
な
肉
を
取
る
。〔
勝
致
〕
高
尚
な

お
も
む
き
。〔
放
其
神
〕
心
を
自
由
に
す
る
こ
と
。『
静
寄
軒
集
』
で
は
、「
怡
其
神
（
其
の
神
を
怡

ば
し
む
）
」
と
す
る
。〔
陸
沈
者
〕「
陸
沈
」
は
隠
者
が
俗
世
の
中
に
隠
れ
て
暮
ら
す
こ
と
の
た
と

え
（
34
）
。「
書
画
類
167
」
で
は
「
陸
沈
侶
」
と
す
る
。〔
方
駕
〕
二
つ
の
も
の
が
肩
を
並
べ
て
優
劣
の

な
い
こ
と
。〔
竟
夕
〕
一
晩
中
。

◎
韻
字　

塵
・
人
・
賓
・
彬
・
闉
・
神
（
上
平
声
十
一
真
）
鮮
・（
下
平
声
一
先
通
韻
）・
観
（
上
平
声

十
四
寒
通
韻
）

【
意
訳
】

　

菅
茶
山
は
諸
儒
と
柴
野
邸
の
後
亭
で
宴
を
催
し
、
八
つ
の
脚
韻
の
詩
を
作
る
。

　

涼
を
も
た
ら
す
雨
が
、
長
く
留
ま
っ
て
い
た
暑
さ
を
駆
り
立
て
る
よ
う
に
追
い
や
っ

た
。
簾
を
上
げ
れ
ば
、
自
然
と
塵
も
無
く
な
っ
て
い
た
。
文
壇
に
は
世
俗
を
離
れ
た

親
交
が
あ
り
、
詩
壇
に
は
老
主
人
で
あ
る
茶
山
が
い
る
。
老
主
人
は
以
前
か
ら
ず
っ

と
客
た
ち
を
親
愛
し
、
招
待
し
た
客
を
更
に
賓
客
と
し
て
も
て
な
す
。
こ
の
宴
席
は
、

な
ん
と
礼
儀
正
し
く
整
っ
て
い
る
こ
と
か
。
こ
の
場
に
い
る
賢
人
達
は
、
な
ん
と
そ

の
内
面
と
外
面
が
兼
ね
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
。

　

清
々
し
い
風
が
吹
い
て
、
宴
席
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
白
く
輝
く
月
が
江
戸
城
の

門
に
上
る
。
李
を
冷
水
に
沈
め
、
瓜
を
浮
か
べ
て
涼
を
と
り
、
酒
を
酌
み
、
そ
し
て
新

鮮
な
肉
が
供
さ
れ
る
。
宴
は
こ
の
よ
う
に
高
尚
で
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

い
っ
た
い
誰
が
心
を
自
由
に
解
き
放
て
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
。
こ
の
宴
で
は
皆
、

自
由
に
で
き
る
の
だ
。
ま
し
て
や
彼
ら
は
市
井
の
中
で
自
由
に
暮
ら
す
隠
者
だ
。
優

劣
も
な
く
肩
を
並
べ
、
一
晩
中
、
景
色
を
眺
め
る
。

（
5
）　
岩
瀬
華
沼　
五
言
古
詩（
写
真
7
左
）

　

（
印
）

攀
得
芝
蘭
室　

攀は
ん

得と
く

す　

芝し
ら
ん
の
し
つ

蘭
室

同
胞
此
見
招　

同
胞　

此
に
招
か
る

深
林
交
樸
遬　

深
林　

樸ぼ
く

遬そ
く

に
交
は
り

霊
鳥
伴
鷦
鷯　

霊
鳥　

鷦
し
ょ
う
り
ょ
う

鷯
を
伴
ふ

朝
雨
軽
陰
散　

朝
雨　

軽
陰
を
散
ら
し

夕
晴
残
暑
消　

夕
晴　

残
暑
を
消
す

雲
侵
滄
海
近　

雲 

侵
し
て　

滄そ
う
か
い海 

近
く

岳
対
赤
城
遥　

岳 

対
し
て　

赤
城 

遥
か
な
り

緩
歩
警
零
露　

緩か
ん

歩ぽ

し
て　

零れ
い

露ろ

に
警
お
ど
ろ

き

歓
言
入
蓼
蕭　

歓
言
し
て　

蓼り
く

蕭し
ょ
うに

入
る

無
憂
孔
融
坐　

憂
ひ
無
し　

孔
融
の
坐



－ 13 －

遺
愛
楚
人
騒
」
遺
愛
す　

楚
人
の
騒

絃
外
梁
塵
動　

絃げ
ん
が
い外　

梁
り
ょ
う
じ
ん塵 

動
き

歌
中
郢
雪
飛
」
歌
中　

郢え
い
せ
つ雪 

飛
ぶ

帰
来
備
公
廟　

帰
り
来
た
れ　

備
公
の
廟

応
憶
聖
明
朝
」
応ま
さ

に
憶お
も

ふ　

聖
明
の
朝

　
　
　
　
　
　

盤
行
言
拝
具
（
印
）

【
語
釈
】

〔
攀
〕
よ
じ
登
る
、
慕
う
。〔
芝
蘭
室
〕「
芝
蘭
」
は
霊
芝
と
蘭
の
こ
と
。
と
も
に
芳
香
の
あ
る
植
物
。

道
徳
や
才
能
の
優
れ
た
人
の
た
と
え
。
立
派
な
人
と
交
わ
れ
ば
、
自
然
に
同
化
さ
れ
る
こ
と
を

い
う
（
35
）
。
こ
こ
で
は
善
人
の
集
ま
り
の
こ
と
。〔
樸
遬
〕
群
生
し
た
小
さ
な
樹
木
の
こ
と
（
36
）
。

転
じ
て
、
凡
庸
な
こ
と
の
た
と
え
。〔
鷦
鷯
〕
ミ
ソ
サ
ザ
イ
科
の
小
鳥
。
ミ
ソ
サ
ザ
イ
は
森
林
に

巣
を
作
る
。
小
さ
な
存
在
の
意
。『
荘
子
』
逍
遥
遊
に
「
鷦
鷯
巣
於
深
林
、
不
過
一
枝
。（
鷦
鷯
は

深
林
に
巣
く
ふ
も
、
一
枝
に
過
ぎ
ず
。
）
」
と
あ
り
、
前
句
の
「
森
林
」
は
次
句
の
「
鷦
鷯
」
に
繋
が

る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。〔
軽
陰
〕
薄
曇
。〔
滄
海
〕
ま
た
は
、「
蒼
海
」
。
大
海
原
の
こ
と
。

〔
赤
城
〕
赤
く
染
ま
っ
た
城
。
こ
こ
で
は
江
戸
城
の
こ
と
。〔
緩
歩
警
零
露
、
歓
言
入
蓼
蕭
〕「
零
露
」

は
し
た
た
り
落
ち
る
露
。「
蓼
蕭
」
は
成
長
し
た
ヨ
モ
ギ
。『
詩
経
』
小
雅
「
蓼
蕭
」
に
、「
蓼
彼
蕭
斯
、

零
露
湑
兮（
蓼
た
る
彼
の
蕭
に
、
零
露
湑
た
り
）」
と
あ
り
、
そ
の
注
釈
書
『
毛
詩
正
義
』
の
毛
序
に
、

「
蓼
蕭
沢
、
及
四
海
也
。（
蓼
蕭
は
沢
、
四
海
に
及
ぶ
な
り
。）」
と
あ
り
、
朱
熹
の
『
詩
集
伝
』
注
に
、

「
諸
侯
朝
于
天
子
、
天
子
与
之
燕
、
以
示
慈
恵
。
故
歌
此
詩
。（
諸
侯
、
天
子
に
朝
す
る
や
、
天
子
、

之
と
燕
し
、
以
て
慈
恵
を
示
す
。
故
に
此
の
詩
を
歌
ふ
。
）
」
と
あ
る
。
故
に
、
天
子
と
の
宴
で
そ

の
慈
恵
を
賜
る
比
喩
。
こ
こ
で
は
茶
山
の
慈
恵
を
賜
る
の
意
。〔
無
憂
孔
融
坐
〕
孔
融
（
一
五
三

～
二
〇
八
）
は
後
漢
の
儒
者
。
字
は
文
挙
。
北
海
の
相
と
な
り
孔
北
海
と
も
呼
ば
れ
る
。
孔
子

二
十
世
の
孫
。
建
安
七
子
の
一
人
。
漢
室
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
。『
蒙
求
』
の
「
孔
融
満
坐
」
を
い

う
。
職
を
退
い
た
孔
融
の
も
と
に
は
来
客
が
絶
え
ず
、
常
に
そ
う
で
あ
れ
ば
憂
い
は
な
い
と
孔

融
は
歎
じ
て
い
た
こ
と
（
37
）
を
典
故
と
し
、
茶
山
の
も
と
に
も
来
客
は
絶
え
な
い
こ
と
を
い
う
。

〔
遺
愛
〕
い
つ
ま
で
も
敬
愛
さ
れ
る
こ
と
。
あ
る
人
の
仁
愛
が
退
官
後
、
ま
た
は
死
後
に
ま
で
慕

わ
れ
る
こ
と
。〔
楚
人
騒
〕「
楚
人
」
は
屈
原
（
前
三
四
三
？
～
前
二
七
七
？
）の
こ
と
。
戦
国
時
代

の
楚
の
三
閭
大
夫
で
楚
王
の
一
族
。
屈
は
氏
、
姓
は
羋び

、
名
は
平
、
字
は
原
、
号
は
霊
均
。『
楚
辞
』

の
代
表
的
作
家
。
三
閭
大
夫
と
な
っ
た
が
、
人
の
嫉
み
を
受
け
て
、
讒
言
に
よ
り
追
放
さ
れ
た
。

「
騒
」
は
屈
原
が
追
放
さ
れ
た
後
に
詠
ん
で
志
を
示
し
た
賦
「
離
騒
」
の
こ
と
。〔
絃
外
梁
塵
動
、

歌
中
郢
雪
飛
〕「
梁
塵
」
は
梁
の
上
の
塵
の
こ
と
。
優
れ
た
音
楽
の
た
と
え
（
38
）
。「
郢
」
は
春
秋
戦

国
時
代
の
楚
の
都
。「
歌
中
郢
雪
飛
」
は
『
文
選
』
巻
四
十
五
「
対
楚
王
問
」
が
典
故
。
屈
原
の
弟

子
で
、
戦
国
時
代
の
楚
の
大
夫
だ
っ
た
宋
玉
に
、
楚
の
襄
王
が
民
衆
に
賞
賛
さ
れ
な
い
理
由
を

尋
ね
た
際
、
自
分
の
言
動
が
理
解
さ
れ
な
い
の
は
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
高
尚
で
あ
る
か
ら
だ

と
す
る
宋
玉
の
答
え
（
39
）
を
踏
ま
え
、
高
尚
な
曲
や
詩
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
宴
で
詠
ま
れ

た
詩
を
称
揚
し
て
い
る
。
な
お
、
初
唐
の
李
嶠
が
「
歌
」
と
い
う
五
言
律
詩
の
中
で
「
郢
中
吟
白

雪
、
梁
上
繞
飛
塵
（
郢
中
白
雪
を
吟
じ
、
梁
上
繞め
ぐ

り
て
塵
を
飛
ば
す
）
」
と
詠
ん
で
い
る
（
40
）
。〔
帰

来
備
公
廟
〕「
備
公
廟
」
は
吉
備
真
備
の
廟
。
吉
備
公
廟
は
現
在
の
倉
敷
市
真
備
町
箭
田
と
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
茶
山
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
の
二
回
目
の
江
戸
出
向
か
ら
の
帰
途
に
吉

備
公
廟
の
近
く
を
通
り
、
江
戸
か
ら
二
千
里
も
歩
い
て
、
い
よ
い
よ
明
日
に
は
故
郷
に
帰
る
と
、

帰
郷
し
た
こ
と
を
実
感
す
る
場
所
と
し
て
「
備
中
道
上
次
岡
生
韻
二
首
」
中
に
詠
ん
で
い
る
（
41
）
。

「
帰
来
」
は
『
楚
辞
』
の
「
招
魂
」
が
典
故
。
ま
た
、
茶
山
が
備
後
国
へ
の
帰
郷
前
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
い
る
。〔
聖
明
朝
〕「
聖
明
」
は
知
徳
に
秀
で
た
さ
ま
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
聖
人
や
天
子

の
こ
と
。「
朝
」
は
集
ま
る
、
会
合
す
る
。
栗
山
堂
で
の
宴
の
こ
と
も
指
す
。
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◎
韻
字　

招
・
鷯
・
消
・
遥
・
蕭
・
朝
（
下
平
声
二
蕭
）
騒
（
下
平
声
四
豪
通
韻
）
飛
（
上
平
声
五
微
換

韻
）

【
意
訳
】

　

優
れ
た
方
を
慕
い
御
一
緒
し
て
い
る
と
、
そ
の
賢
人
の
集
ま
り
に
同
席
す
る
こ
と

が
で
き
、
同
胞
と
共
に
こ
の
栗
山
邸
に
招
か
れ
た
。

　

森
林
の
よ
う
に
懐
の
深
い
茶
山
は
、
凡
庸
な
私
と
交
流
し
て
く
だ
さ
り
、
霊
鳥
の

よ
う
に
尊
い
彼
は
、
小
鳥
の
よ
う
な
卑
小
な
私
を
引
き
連
れ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

朝
の
雨
は
薄
曇
を
散
ら
し
、
夕
晴
れ
は
残
暑
を
払
う
。
雲
は
蒼
い
大
海
原
に
近
づ
き
、

富
士
山
は
夕
焼
け
色
に
染
ま
っ
た
江
戸
城
に
向
か
っ
て
、
遥
か
遠
く
に
そ
び
え
立
っ

て
い
る
。

　

ゆ
っ
く
り
歩
け
ば
、
高
徳
な
方
で
あ
る
茶
山
の
恩
恵
に
驚
き
、
歓
談
す
れ
ば
、
茶
山

の
慈
恵
の
中
に
入
る
。

　

孔
融
の
家
に
は
常
に
来
客
が
訪
れ
て
憂
い
が
無
か
っ
た
よ
う
に
、
茶
山
の
も
と
に

も
来
客
は
絶
え
ず
、
屈
原
の
「
離
騒
」
の
詩
よ
う
に
、
茶
山
の
詩
も
い
つ
ま
で
も
愛
さ

れ
る
。
茶
山
の
詩
は
、
弦
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
は
梁
上
の
塵
を
動
か
し
、
歌
中
で
は

白
雪
が
飛
ぶ
。
ま
る
で
、
楚
の
郢
で
詠
わ
れ
た
高
尚
な
歌
の
よ
う
だ
。

　

帰
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
、
吉
備
公
の
廟
へ
。
帰
郷
前
の
こ
の
宴
で
古
に
思
い
を
は

せ
る
。
き
っ
と
吉
備
公
た
ち
は
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
宴
を
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
6
）　
頼
杏
坪　
七
言
古
詩（
写
真
8
）

（
印
）

茶
山
与
我
山
陽
人　

茶
山
と
我　

山
陽
の
人

薇
尾
芸
頭
二
人
親　

薇
尾
芸
頭　

二
人 

親
な
る
も

一
朝
拘
束
見
恆
罕　

一
朝
拘
束　

見ま
み

ゆ
る
こ
と
恆つ
ね

に
罕ま
れ

な
り

回
首
独
与
江
山
隣　

回
首
し
て　

独
り
与と
も

に
す　

江
山
の
隣

不
虞
今
年
同
来
此　

不ふ

ぐ虞
に
し
て
今
年　

同と
も

に
此
に
来
た
り

詩
酒
追
随
連
幾
旬　

詩
酒
追
随
し　

連つ
ら

ぬ
こ
と
幾
旬

都
下
賢
豪
欝
如
雲　

都
下
の
賢
豪　

欝し
げ

る
こ
と
雲
の
如
し

宛
然
餓
人
就
廩
囷
」
宛
然
と
し
て　

餓
人　

廩き
ん

囷り
ん

に
就
く　

柴
公
徳
業
一
世
高　

柴
公
の
徳
業　

一
世
高
し

尾
古
昌
平
双
旌
旄
」
尾
古　

昌
平
の
双
旌せ
い
ぼ
う旄

寒
泉
明
決
如
快
刀　

寒
泉
の
明
決　

快
刀
の
如
し

雪
堂
雅
澹
月
下
　

雪
堂
の
雅が

澹た
ん　

月
下
の
ふ
ね

磐
翁
童
々
頭
無
毛　

磐
翁 

童
々
に
し
て　

頭 

無
毛
た
り

文
章
自
如
戴
山
鰲　

文
章 

自
如
と
し
て　

山
を
戴
く
鰲ご
う

善
卿
低
声
出
奇
論　

善
卿 

低
声
に
し
て　

奇
論
を
出
し

大
笑
時
作
虎
豹
嘷　

大
笑
し
て
時
に
作な

す　

虎
豹
の
嘷こ
う

対
岳
楼
上
爛
巾
袍　

対
岳
楼
の
上　

爛
か
が
や

く
巾き
ん
ぽ
う袍

此
会
殊
無
一
賢
逃　

此
の
会　

殊こ
と

に
一
賢
の
逃
る
る
無
し

坐
久
三
峰
雪
色
暮　

坐
す
こ
と
久
し　

三
峰 

雪
色
暮
る

瑠
璃
碗
裡
焼
蘭
膏　

瑠
璃
碗
の
裡　

蘭ら
ん
こ
う膏

を
焼
く

既
角
而
牙
将
何
饕　

既
に
角き
そ

い
て
牙か

む 

将
に
何
を
か
饕
む
さ
ぼ

ら
ん

自
嘲
吾
欲
深
塹
壕　

自じ

嘲ち
ょ
うし

て
吾 

欲
す　

塹ざ
ん
ご
う壕

を
深
く
せ
ん
と
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顧
借
群
賢
二
三
年　

群
賢
に
顧こ

借し
ゃ
くせ

ら
る
こ
と　

二
三
年

左
琴
右
書
乗
一
舩
」
琴
を
左
に
し　

書
を
右
に
し　

一
舩
に
乗
る

来
往
芸
薇
千
島
間　

来
往
す　

芸
薇　

千
島
の
間

喫
尽
牡
蠣
処
々
田　

喫く

ひ
尽
す　

牡
蠣　

処
々
の
田

　
　

芸
人
斥
鹵
作
田
種　

蠣
味
為
天
下
第
一　
　

芸
人
、
斥
鹵
、
田
種
と
作な

す
。　

蠣
味
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
下
第
一
為
り
。

　
　
　
　
　

頼
惟
柔
拝
具
（
印
）
（
印
）

【
語
釈
】

〔
独
与
〕
一
人
待
つ
の
意
。〔
宛
然
〕あ
た
か
も
。
ま
た
は
、
ち
ょ
う
ど
。〔
廩
囷
〕
米
蔵
。「
廩
」
も
「
囷
」

も
米
蔵
の
意
。〔
一
世
高
〕
そ
の
時
世
に
最
も
高
い
の
意
。
蘇
軾
が
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
七
月

十
六
日
の
夜
に
赤
壁
（
42
）
で
舟
遊
し
て
詠
ん
だ
「
赤
壁
賦
」
の
中
で
、
曹
操
の
実
力
を
、「
一
世
之

雄
」
と
詠
む
箇
所
を
典
故
と
す
る
。〔
旌
旄
〕軍
中
で
の
指
揮
用
の
旗
。
蘇
軾
の
「
赤
壁
賦
」
の
中

で
、
曹
操
の
赤
壁
に
向
か
う
船
団
の
こ
と
を
「
旌
旗
蔽
空
」
と
詠
む
箇
所
を
典
故
と
す
る
。〔
雪
堂
〕

蘇
軾
が
左
遷
先
の
黄
州
で
、
元
豊
五
年
冬
に
大
雪
の
中
で
築
い
た
住
居
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
対

岳
楼
を
い
う
。〔
雅
澹
〕
高
尚
で
心
持
ち
が
平
静
な
さ
ま
。〔
月
下

〕
蘇
軾
の
「
赤
壁
賦
」
又
は
「
後

赤
壁
賦
」
に
み
る
舟
遊
を
典
故
と
す
る
。〔
童
々
〕
樹
木
に
枝
葉
の
な
い
さ
ま
。
ま
た
、
清
ら
か

で
光
っ
て
い
る
さ
ま
。〔
自
如
〕
落
ち
着
い
て
動
か
な
い
さ
ま
。〔
文
章
〕
内
に
あ
る
徳
が
言
動
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
43
）
。〔
戴
山
鰲
〕「
鰲
」
は
大
亀
。
伝
説
上
の
巨
大
な
亀
で
、
海
中
に
住
み
、

蓬
莱
な
ど
の
仙
山
を
背
負
う
と
い
う
。〔
虎
豹
嘷
〕「
虎
豹
」
は
「
後
赤
壁
賦
」
で
蘇
軾
が
座
っ
た

岩
の
形
を
典
故
と
す
る
。「
嘷
」
は
獣
が
吠
え
る
こ
と
。
獣
の
鳴
き
声
の
こ
と
。「
後
赤
壁
賦
」
で

蘇
軾
が
突
然
長
嘯
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
詠
む
か
。〔
蘭
膏
〕
蘭
の
香
を
こ
め
た
油
（
44
）
。〔
顧
借
〕

「
顧
」
は
気
に
か
け
る
、
思
い
や
る
。「
借
」
は
貸
し
与
え
る
、
援
助
す
る
。〔
左
琴
右
書
〕『
列
女
伝
』

巻
二
賢
明
「
楚
於
陵
妻
」
に
、「
左
琴
右
書
、
楽
亦
在
其
中
矣
。（
琴
を
左
に
し
、
書
を
右
に
し
、
楽

し
み
も
亦
た
其
中
に
在
り
。
）」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
文
人
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

文
人
を
象
徴
す
る
も
の
。〔
斥
鹵
〕
塩
分
が
多
く
耕
作
で
き
な
い
土
地
。
東
方
で
は
斥
、
西
方
で

は
鹵
と
い
う
。
こ
こ
で
は
干
潟
を
い
う
。
江
戸
時
代
、
安
芸
国
で
は
干
潟
に
竹
や
木
の
枝
を
立
て
、

牡
蠣
の
卵
を
付
着
さ
せ
て
養
殖
す
る
「
ひ
び
立
て
養
殖
法
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。

◎
韻
字　

親
・
隣
・
旬
・
囷
・（
上
平
声
十
一
真
）
旄
・

・
鰲
・
嘷
・
逃
・
膏
・
壕
（
下
平
声
四
豪
換
韻
）

舩
・
田
（
下
平
声
一
先
通
韻
）

【
意
訳
】

　

茶
山
と
私
は
同
じ
山
陽
の
人
で
、
隣
接
し
た
備
後
と
安
芸
に
お
り
、
二
人
の
間
に

は
親
交
が
あ
る
が
、
仕
事
に
拘
束
さ
れ
、
お
会
い
で
き
る
の
は
、
い
つ
も
稀
だ
。
美
し

い
山
水
に
行
っ
て
は
、
振
り
返
り
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
た
。

　

思
い
が
け
ず
今
年
、
共
に
こ
こ
に
来
た
。
詩
や
酒
を
振
る
舞
う
後
ろ
に
追
従
し
、
何

度
廻
っ
た
だ
ろ
う
。
江
戸
城
下
の
才
知
に
優
れ
た
人
々
が
、
ま
る
で
雲
の
よ
う
に
群

が
っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
い
る
私
は
、
あ
た
か
も
飢
え
た
人
が
米
蔵
に
い
る
か
の
よ

う
だ
。

　

柴
野
栗
山
の
徳
の
あ
る
業
績
は
、
曹
操
の
よ
う
に
こ
の
時
世
で
最
も
高
く
、
尾
藤

二
洲
と
古
賀
精
里
は
、
昌
平
黌
に
お
い
て
は
曹
操
の
船
団
が
掲
げ
る
一
対
の
指
揮
旗

の
よ
う
だ
。
岡
田
寒
泉
の
優
れ
た
決
断
は
、
切
れ
味
の
良
い
快
刀
の
よ
う
だ
。（
そ
の

よ
う
な
彼
ら
が
集
う
）
蘇
軾
の
雪
堂
の
如
き
対
岳
楼
は
気
高
く
平
静
な
と
こ
ろ
で
、

ま
る
で
「
赤
壁
賦
」
や
「
後
赤
壁
賦
」
に
あ
る
よ
う
に
、
月
下
に
浮
か
べ
た
舟
の
中
で

催
さ
れ
る
宴
と
同
じ
よ
う
だ
。

　

磐
翁
（
岩
瀬
華
沼
）
は
清
ら
か
で
光
っ
て
お
り
、
頭
も
毛
が
な
く
光
っ
て
い
る
。
言
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動
は
内
に
あ
る
徳
が
現
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
い
て
、
ま
る
で
山
を
背
負
っ

て
い
る
鰲
と
い
う
大
亀
の
よ
う
だ
。
倉
成
龍
渚
は
、
低
い
声
で
奇
論
を
出
す
。
大
い

に
笑
い
、
そ
の
声
は
時
に
力
強
く
、
ま
る
で
蘇
軾
が
座
っ
た
岩
の
虎
豹
の
よ
う
に
吠

え
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　

対
岳
楼
の
上
を
光
り
輝
く
雲
が
、
袍
の
よ
う
に
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
宴
で
は
、
と
り

わ
け
ど
の
賢
者
も
帰
る
こ
と
な
く
、
こ
の
場
を
離
れ
な
い
で
い
る
。

　

ず
っ
と
座
り
富
士
山
の
三
峰
を
眺
め
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
峰
の
雪
が
夕
焼
け

色
に
染
ま
っ
て
き
た
。
瑠
璃
碗
の
中
で
蘭
膏
を
焚
い
た
よ
う
に
、
瑠
璃
色
の
夜
空
に

花
の
良
い
香
り
が
漂
っ
て
い
る
。

　

こ
ん
な
夜
に
な
っ
て
も
ま
だ
争
っ
て
噛
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
以
上
何
を
貪
ろ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
我
な
が
ら
可
笑
し
い
。
塹
壕
を
深
く
掘
っ
て
い
く
よ
う
に
更
に
欲

深
く
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
賢
者
に
気
か
け
助
け
て
い
た
だ
く
こ
と
数
年
、
左
に
は

琴
、
右
に
は
書
を
携
え
、
一
艘
の
舟
に
乗
り
、
安
芸
と
備
後
の
間
に
あ
る
数
多
の
島
々

抜
け
て
往
来
し
た
。
そ
の
間
に
私
は
、
安
芸
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
田
で
養
殖
さ
れ

た
名
物
の
牡
蠣
を
食
べ
尽
く
し
た
と
い
う
の
に
。

　

安
芸
国
の
人
は
干
潟
に
竹
や
枝
を
立
て
て
田
の
よ
う
に
し
て
、
立
て
た
棒
に
牡
蠣
の
卵
を
付

着
さ
せ
て
育
て
る
。
そ
の
味
は
天
下
一
品
だ
。

（
7
）　
倉
成
龍
渚　
七
言
古
詩（
写
真
9
右
）

（
印
）

登
台
気
象
自
嵯
峨　

台
に
登
り　

気
象　

自
ら
嵯さ

が峨
た
り

富
岳
雲
兮
瀛
海
波　

富
岳
の
雲　

瀛え
い
か
い海

の
波

一
代
文
章
花
吐
筆　

一
代
の
文
章　

花　

吐と

筆ひ
つ

す

満
盤
珍
異
酒
如
何　

盤
に
満
つ
珍
異
の
酒
を
如
何
せ
ん

胡
粟
妙
曲
青
衫
濕　

胡
粟
妙
曲　

青せ
い
さ
ん衫　

濕
う
る
お

し

越
客
悲
吟
白
首
多　

越
客
悲
吟　

白
首　

多
し

日
後
洋
々
但
盈
耳　

日
後 

洋
々
と
し
て　

但
だ
耳
に
盈み

つ

自
今
値
咲
酔
客
酡　

自
今　

咲
に
値あ

た
る　

酔
客
の
酡た

　
　
　
　
　

倉
巠
拝　

（
印
）
（
印
）

【
語
釈
】

〔
気
象
〕
景
色
。〔
嵯
峨
〕
山
が
高
く
険
し
い
さ
ま
。〔
富
岳
〕
富
士
山
。〔
瀛
海
〕
大
海
。〔
胡
粟
〕
地

方
の
料
理
。『
龍
渚
先
生
遺
稿
』
巻
八
「
菅
礼
卿
設
宴
栗
山
先
生
対
岳
楼
」（
45
）（
以
下
『
龍
渚
先
生

遺
稿
』
と
い
う
。
）
で
は
「
胡
琴
」
と
す
る
。〔
青
衫
〕
青
色
の
単
衣
の
着
物
。
唐
代
は
身
分
の
低
い

文
官
が
着
た
官
服
。〔
越
客
〕
地
方
の
客
。〔
白
首
〕
白
髪
頭
。
老
人
。「
白
首
窮
経
」
で
、
老
年
に

な
る
ま
で
経
書
を
研
究
す
る
と
い
う
意
。〔
値
咲
〕『
龍
渚
先
生
遺
稿
』
で
は
、「
休
笑
（
笑さ

く
に
休よ

し
）
」
と
す
る
。〔
酡
〕
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
て
顔
が
赤
く
な
る
。

◎
韻
字　

峨
・
波
・
何
・
多
・
酡
（
下
平
声
五
歌
）

【
意
訳
】

　

駿
河
台
に
登
る
と
、
高
く
険
し
い
山
々
の
景
色
が
、
自
然
と
目
に
入
っ
て
く
る
。
富

士
山
の
雲
は
、
ま
る
で
大
海
の
波
の
よ
う
だ
。
こ
の
時
世
で
最
高
の
詩
文
が
花
開
く

よ
う
に
書
か
れ
る
。
な
み
な
み
と
注
が
れ
た
珍
酒
を
ど
う
や
っ
て
飲
も
う
か
。

　

地
方
の
料
理
を
食
べ
、
妙
な
る
曲
を
聴
い
て
、
官
服
の
袖
を
濡
ら
す
。
地
方
か
ら
来

た
者
た
ち
は
、
郷
愁
に
駆
ら
れ
、
悲
し
み
を
込
め
て
詩
を
詠
む
。
な
ん
と
白
髪
の
老
人
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の
多
い
こ
と
か
。
そ
の
妙
曲
と
詩
は
、
こ
の
後
も
ず
っ
と
耳
の
中
に
満
ち
て
響
い
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
宴
客
の
顔
を
酔
い
で
赤
く
咲
か
せ
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
頃

合
い
だ
。

　
⑻　
岡
田
寒
泉　
五
言
絶
句「
陪　
菅
君
礼
卿
宴
于
対
岳
楼
」（
写
真
9
左
）

　
　陪　

陪
ふ

菅
君
礼
卿
宴
于
対
岳
楼　

菅
君
礼
卿
、
対
岳
楼
に
宴
す

秋
日
駿
台
宴　

秋
日　

駿
台
の
宴

高
楼
西
望
寒　

高
楼　

西
の
か
た
寒
を
望
む

芙
蓉
千
古
雪　

芙
蓉　

千
古
の
雪

佐
我
一
杯
飲　

我
に
佐す
す

む　

一
杯
の
飲

　
　
　

寒
泉
恕
具　

（
印
）（
印
）

【
語
釈
】

〔
陪
〕
添
え
る
。〔
芙
蓉
〕
芙
蓉
峰
の
こ
と
。
富
士
山
の
別
称
。

◎
韻
字　

寒
・
飮
（
上
平
声
十
四
寒
）

【
意
訳
】

　

（
詩
）を
添
え
る

　

菅
茶
山
が
対
岳
楼
で
宴
を
催
す

　

秋
の
日
に
駿
河
台
で
宴
を
す
る
。

　

対
岳
楼
の
西
に
寒
冷
な
る
も
の
を
望
み
見
る
。

　

富
士
山
に
は
、
太
古
か
ら
の
雪
が
あ
る
。

　

そ
の
景
色
が
、
私
に
更
な
る
一
杯
の
酒
を
勧
め
る
の
だ
。

4　
お
わ
り
に

　

以
上
、「
詩
画
巻
」
に
あ
る
詩
の
翻
刻
と
訳
注
を
紹
介
し
た
。
年
齢
や
役
職
を
超
え

て
、
文
人
と
し
て
分
け
隔
て
な
く
交
流
し
た
様
子
が
、
生
き
生
き
と
詩
に
詠
ま
れ
て

い
た
。

　

彼
ら
の
詩
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
は
、
富
士
山
の
見
え
る
美
し
い
景
色
や
料
理
、

音
楽
や
詩
へ
の
賞
賛
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
田
寒
泉
以
外
の
詩
で
は
、
参
加
者
へ
の
尊
敬

と
賛
辞
が
、
典
故
を
用
い
な
が
ら
巧
み
に
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

柴
野
栗
山
は
、
参
加
者
を
霊
獣
へ
と
変
化
さ
せ
、
あ
た
か
も
伝
説
や
お
伽
話
に
み

ら
れ
る
神
仙
世
界
の
宴
に
擬
え
て
い
る
。
ま
た
、
参
加
者
を
霊
獣
に
す
る
こ
と
で
、
世

俗
か
ら
離
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。
頼
杏
坪
も
ま
た
同
様
に
、

吉
兆
の
動
物
と
し
て
描
か
れ
る
亀
や
虎
豹
に
参
加
者
を
例
え
て
い
た
。

　

ま
た
、
岩
瀬
華
沼
は
、『
詩
経
』
や
『
楚
辞
』
な
ど
の
典
故
を
多
用
し
、
こ
の
宴
が
そ

れ
ら
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
聖
人
君
主
た
ち
が
催
す
神
聖
で
高
貴
な
宴
と
匹
敵
す
る
宴

で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
敬
意
と
賛
辞
は
、
宴
の
参
加
者
も
勿
論
で
は
あ
る
が
、

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　
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と
り
わ
け
留
別
の
宴
を
主
催
し
た
茶
山
へ
向
け
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
彼
ら
に
と
っ

て
茶
山
と
の
交
流
が
ど
ん
な
に
貴
重
で
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
こ
れ
ら

の
詩
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
茶
山
に
意
識
を
向
け
る
と
、
茶
山
は
こ
の
宴
を
開
く
に
あ
た
っ
て
、
蘇
軾

の
「
赤
壁
賦
」
の
宴
を
意
識
し
た
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。

　

蘇
軾
の
「
赤
壁
賦
」
及
び
「
後
赤
壁
賦
」
は
、
画
題
や
詩
文
の
題
材
に
よ
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
七
月
十
六
日
が
「
赤
壁
賦
」
で
詠
ま
れ
た
宴
の
日
で
あ
る
こ
と
は
、
文
人
で

あ
れ
ば
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
鈴
木
芙
蓉
が
「
蘇
遊
図
」
を
描
い
た
こ
と
、

頼
杏
坪
が
こ
の
「
詩
画
巻
」
の
中
で
「
赤
壁
賦
」
及
び
「
後
赤
壁
賦
」
を
典
故
に
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
栗
山
が
「
蘇
遊
図
」
の
賛
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
例
年
十
月
十
五
日
に
後

赤
壁
の
宴
を
開
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
少
し
は
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。

　

た
だ
し
、
留
別
の
宴
が
「
赤
壁
賦
」
の
宴
の
二
日
後
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
茶
山
を

含
め
杏
坪
以
外
の
参
加
者
が
意
識
的
に
赤
壁
賦
を
典
故
に
詩
を
詠
ん
で
い
な
い
（
46
）

う
え
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
直
接
的
資
料
が
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
た
め
、

推
測
の
域
を
出
な
い
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
は
、
三
井
記
念
美
術
館
の
藤
原
幹
大
氏
及
び
石
川
県
立

歴
史
博
物
館
の
中
村
真
菜
美
氏
に
は
、
研
究
資
料
を
御
提
供
い
た
だ
い
た
。
財
団
法

人
共
済
会
郷
土
博
物
館
及
び
日
本
学
士
院
に
は
、
資
料
の
画
像
を
御
提
供
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
西
村
直
城
氏
に
は
、
翻
刻
に
つ
い
て
御
教

示
を
い
た
だ
き
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
の
花
本
哲
志
氏
及
び
徳
島
文
理
大
学
の
久
下

実
氏
に
は
、
参
考
資
料
に
関
し
御
協
力
を
賜
っ
た
。
当
館
の
岡
野
将
士
氏
に
は
、
翻
刻
・

語
釈
及
び
意
訳
を
は
じ
め
、
細
部
に
亘
っ
て
御
助
言
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

【
注
】

1　

翻
刻
は
、
岡
野
将
士
氏
か
ら
提
供
を
受
け
て
参
考
に
し
た
。

2�　

参
考
資
料
6
四
五
九
頁
に
掲
載
。「
是
文
晁
栗
山
堂
席
上
所
画
、
余
携
帰
遺
桑
田
伯
彦
。
後

七
年
寄
乞
余
題
。
所
謂
諸
賢
尾
藤
古
賀
二
博
士
、
岡
田
明
府
、
岩
瀬
典
客
、
倉
成
頼
二
文
学
、

木
芙
蓉
画
史
、
別
有
善
胡
琴
者
。
今
忘
其
名
。（
是
れ
文
晁
、
栗
山
堂
の
席
上
に
て
画
き
た
る

所
、
余
携
へ
て
帰
り
、
桑
田
伯
彦
に
遺お
く

る
。
後の
ち

七
年
、
寄
せ
て
余
に
題
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
所

謂
諸
賢
は
、
尾
藤
古
賀
二
博
士
、
岡
田
明
府
、
岩
瀬
典
客
、
倉
成
頼
二
文
学
、
木
芙
蓉
画
史
、

別
に
胡
琴
を
善
く
す
る
者
有
り
。
今
、
其
の
名
を
忘
る
。
）
」
と
あ
る
。

3�　

発
表
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
年
一
月
二
十
二
日
、
美
術
史
学
会
西
支
部
例
会
で
行
わ

れ
、
参
考
資
料
12
は
こ
の
発
表
を
ま
と
め
た
論
考
。

4�　

「
文
化
紀
元
七
月
十
八
日
、
借
後
堂
招
飲
諸
賢
。
會
者
、
尾
古
二
博
士
、
岡
田
明
府
、
岩
倉

頼
三
文
学
、
谷
鈴
二
画
史
、
一
陶
真
、
併
橋
梓
主
人
先
生
及
余
、
十
二
人
、
詩
畫
罄
歓
。
蒼
龍

西
没
、
乃
散
。
備
後
菅
晉
師
記
（
文
化
紀
元
七
月
十
八
日
、
後
堂
を
借
り
て
諸
賢
を
招
飲
す
。

會
者
は
、
尾
古
二
博
士
、
岡
田
明
府
、
岩
倉
頼
三
文
学
、
谷
鈴
二
畫
史
、
一
陶
真
、
併
び
に
橋

梓
主
人
先
生
及
び
余
、
十
二
人
、
詩
画
罄
歓
す
。
蒼
龍
西
没
し
、
乃
ち
散
ず
。
備
後
菅
晉
師

記
す
。
）
」
と
あ
り
、「
陶
真
」
は
盲
目
の
琵
琶
語
り
の
芸
人
の
こ
と
、「
橋
梓
」
は
橋
木
と
梓
木

の
こ
と
で
、
父
と
子
を
表
す
。
こ
こ
で
は
、
栗
山
と
そ
の
養
子
の
柴
野
碧
海
（
一
七
七
三
～

一
八
三
五
）
の
こ
と
を
指
す
。

　

�　

柴
野
碧
海
は
、
名
を
允
升
、
字
を
応
登
ま
た
は
吉
甫
な
ど
で
、
号
は
碧
海
、
通
称
平
次
郎
と

い
う
。
栗
山
の
弟
の
柴
野
貞
穀
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に
栗
山
の
養
子
と
な
る
。
江
戸

で
栗
山
ら
に
学
び
、
徳
島
藩
儒
と
し
て
寺
島
学
問
所
の
教
授
を
務
め
る
傍
ら
、
藩
主
の
侍
講



－ 19 －

を
務
め
た
。

5�　

藤
原
・
中
村
両
氏
は
参
考
資
料
12
三
三
頁
の
「
2
．
雅
宴
図
を
餞
贈
す
る
意
味
」
の
中
で
、

「
詩
画
巻
」
を
見
返
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
詩
画
巻
」
の
中
に
な
い
柴
野
碧
海
の
こ
と
が
「
抜

け
落
ち
た
」
と
し
、「
詩
画
巻
」
が
「
茶
山
の
記
憶
に
強
い
影
響
を
与
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

6�　

参
考
資
料
10
第
一
図
参
照
。
藤
原
・
中
村
両
氏
は
、
参
考
資
料
12
六
頁
の
「
2
．
画
中
人
物

の
比
定
」
の
中
で
、「
詩
画
巻
」
の
「
全
体
の
控
え
で
あ
っ
た
と
想
定
」
し
て
い
る
。

7　

参
考
資
料
11
一
頁
掲
載
。

8　

参
考
資
料
10
二
十
三
頁
か
ら
二
十
四
頁
掲
載
。

9�　

参
考
資
料
10
一
頁
、
第
一
輯
第
一
囘
に
「
列
席
の
一
人
谷
文
晁
が
例
の
敏
腕
を
揮
ふ
て
其

光
景
を
寫
生
し
た
る
も
の
即
ち
此
圖
に
し
て
一
は
茶
山
、
一
は
栗
山
に
贈
り
た
る
も
の
な
り

と
云
ふ
」
と
あ
る
。

10�　

柴
野
碧
海
は
久
保
桑
閑
の
墓
碑
銘
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
季
は
嘗
て
先
君
に
請

い
、
翁
の
墓
を
表
わ
さ
ん
と
し
、
未
だ
作
る
に
及
ば
ず
し
て
先
君
没
す
。
是
に
於
い
て
升
を

し
て
之
を
記
さ
し
む
。（
末
子
は
か
つ
て
先
代
の
柴
野
栗
山
に
翁
の
墓
碑
文
を
依
頼
し
た
が
、

作
り
上
げ
る
前
に
先
代
は
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
今
度
は
私
、
充
升
に
こ
れ
を
書
か
せ
た
。）」

（
参
考
資
料
23
一
〇
頁
〜
一
一
頁
に
掲
載
。
）と
あ
り
、
柴
野
・
久
保
両
家
の
親
交
の
程
が
窺
え

る
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

11�　

谷
文
晁
の
落
款
は
、「
甲
子
初
秋
十
八
日　

茶
山
席
上
得
青
韻
如
此　

文
晁
（
甲
子
初
秋

十
八
日　

茶
山
の
席
上
に
青
韻
を
得
る
に
此
の
如
し　

文
晁
）」、
鈴
木
芙
蓉
の
落
款
は
、「
茶

山
席
上
分
得
十
灰　

芙
蓉
木
雍
写
（
茶
山
の
席
上
に
十
灰
を
分
得
し
、
芙
蓉
木
雍
写
す
）
」
。

　

�　

宴
席
で
は
、
韻
字
を
分
か
ち
合
っ
て
詩
を
作
り
、
そ
の
時
に
作
っ
た
詩
の
題
に
は
、「
得
」

や
「
分
得
」
と
題
す
る
こ
と
が
多
い
。「
青
韻
」
も
「
十
灰
」
も
水
平
韻
の
韻
目
の
一
つ
で
、
落

款
か
ら
文
晁
は
下
平
声
九
青
の
韻
、
芙
蓉
は
上
平
声
十
灰
の
韻
を
担
当
し
た
と
推
察
す
る
。

担
当
し
た
韻
を
踏
ん
だ
詩
を
先
に
作
り
、
そ
の
後
、
そ
の
詩
に
詠
ん
だ
風
景
を
描
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し
く
は
、
中
国
の
文
人
が
詠
ん
だ
「
青
韻
」
及
び
「
十
灰
」
韻
の

詩
を
、
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
と
も
推
測
す
る
。
こ
の
宴
席
上
で
詠
ん
だ
文
晁
及
び
芙
蓉
の
詩
は

現
在
不
明
で
あ
り
、
中
国
の
文
人
の
詩
も
ま
た
、
い
ず
れ
の
詩
な
の
か
不
明
。
今
後
の
調
査

検
討
課
題
で
あ
る
。

12�　

蘇
軾
の
字
は
子
瞻
、
号
は
東
坡
居
士
。
眉
州
眉
山
（
四
川
省
眉
山
県
）
の
人
。
嘉
祐
二
年

（
一
〇
五
七
）
二
十
一
歳
で
進
士
に
及
第
し
、
欧
陽
修
に
認
め
ら
れ
る
が
、
王
安
石
と
衝
突
し

左
遷
さ
れ
、
各
州
の
知
州
（
知
事
）
を
歴
任
。
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
に
王
安
石
の
新
法
を
批

判
す
る
詩
を
作
っ
た
咎
で
罰
せ
ら
れ
、
黄
州
（
湖
北
省
黄
岡
県
）
に
左
遷
さ
れ
る
。

13�　

『
古
文
真
宝　

後
集
』
巻
一
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。

14�　

『
晋
書
』
巻
九
十
二　

文
苑
・
張
翰
伝
に
、「
翰
因
見
秋
風
起
、
乃
思
呉
中
菰
菜
、
蓴
羹
、
鱸
魚

膾
、
曰
、
人
生
貴
得
適
志
、
何
能
羈
宦
数
千
里
以
要
名
爵
乎
。
遂
命
駕
而
帰
。（
翰
、
困
り
て
秋

風
起
こ
る
を
見
て
、
乃
ち
呉
中
の
菰
菜
、
蓴
羹
、
鱸
魚
の
膾
を
思
ひ
て
曰
は
く
、
人
生
、
志
に

適か
な

ふ
を
得
る
を
貴
ぶ
。
何
ぞ
能
く
数
千
里
を
羈
宦
し
て
、
以
て
名
爵
を
要も
と

め
ん
や
。
遂
に
駕

に
命
じ
て
帰
る
。
）
」
と
あ
る
。

1�5�　

参
考
資
料
15
二
八
頁
で
は
、
大
意
を
「
老
蓮
は
こ
の
宴
席
に
出
席
せ
ず
、
別
に
こ
の
図
を

描
い
て
言
う
こ
と
に
は
「
こ
の
図
は
後
赤
壁
賦
の
初
段
で
あ
る
。
こ
れ
で
会
に
欠
席
し
た
こ

と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
仲
間
か
ら
は
ず
さ
な
い
で
欲
し
い
」
と
。
」
と
し
て
い
る
。

　

�　

ま
た
、
参
考
資
料
16
五
五
頁
で
は
、「
芙
蓉
は
画
を
描
き
損
な
い
、
そ
の
責
を
塞
ぐ
た
め
、

茶
山
が
備
後
に
帰
る
直
前
に
一
図
を
描
い
て
進
呈
し
た
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

16�　

『
後
漢
書
』
巻
五
十
四　

楊
震
列
伝
に
、「
諸
儒
為
之
語
曰
、
関
西
孔
子
楊
伯
起
、
常
客
居
於

湖
、
不
答
州
郡
礼
命
数
十
年
、（
中
略
）
年
五
十
乃
始
仕
州
郡
。（
諸
儒
、
之
が
為た
め

に
語
り
て
曰

は
く
、「
関
西
の
孔
子
、
楊
伯
起
」
と
。
常
に
湖
に
客
居
し
、
州
郡
の
礼
命
に
答
へ
ざ
る
こ
と

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　
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数
十
年
、（
中
略
）
年
五
十
に
し
て
、
乃
ち
始
め
て
州
郡
に
仕
ふ
。
）
」
と
あ
る
。

17　

参
考
資
料
17
五
十
七
頁
参
照
。

18　

『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
九
年
に
見
る
。

19　

『
山
海
経
』
大
荒
東
経
第
十
四
に
、「
状
如
牛
蒼
身
無
角
一
足
。（
状
、
牛
の
如
く
、
蒼
身
、
角

無
く
一
足
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

20　

『
山
海
経
』
海
内
南
経
第
十
五
に
、「
兕
在
舜
葬
東
湘
水
南
。
其
状
如
牛
蒼
黒
一
角
。（
兕
、

舜
葬
の
東
、
湘
水
の
南
に
在
り
。
其
状
、
牛
の
如
く
、
蒼
黒
、
一
角
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

21　

参
考
資
料
18
二
四
六
頁
参
照
。

22�　

『
易
経
』
繋
辞
伝
上
に
、「
二
人
同
心
、
其
利
断
金
。
同
心
之
言
、
其
臭
如
蘭
。（
二
人
心
を
同

じ
う
す
れ
ば
、
其
の
利
す
る
ど

き
こ
と
金
を
も
断
つ
。
同
心
の
言
、
其
の
臭
は
蘭
の
如
し
。）」
と
あ
る
。

23�　

『
史
記
』
留
侯
世
家
に
、「
臣
請
藉
前
箸
、
為
大
王
籌
之
。（
臣
請
ふ
ら
く
は
、
前
箸
を
藉
り
て
、

大
王
の
為
に
之
を
籌
せ
ん
。
）
」
）と
あ
る
。

24�　

『
楚
辞
』
九
章
「
惜
誦
」
に
、「
竭
忠
誠
以
事
君
兮
、
反
離
群
而
贅
疣
。（
忠
誠
を
竭つ

く
し
以
て

君
に
事つ
か

へ
、
反
っ
て
群
を
離
れ
て
贅
疣
と
せ
ら
る
。
）
」
と
あ
る
。

25　

参
考
資
料
17
四
七
九
頁
参
照
。

26�　

参
考
資
料
25
一
一
四
頁
、
書
画
類
182
。
精
里
の
詩
は
栗
山
堂
の
宴
の
当
日
に
書
か
れ
た
も

の
か
。

27　

参
考
資
料
19
九
八
一
頁
参
照
。

28�　

三
月
十
九
日
の
舟
遊
は
参
考
資
料
6
二
九
六
頁
、
巻
七
の
「
同
犬
冢
印
南
今
川
剛
侯
伊
沢

安
泛
墨
陀
川
即
事
」
に
見
え
る
。
七
月
九
日
の
舟
遊
は
参
考
資
料
１
五
一
頁
、
五
二
頁
の
「
墨

水
詩
画
巻
」
に
見
え
る
。

29�　

参
考
資
料
25
一
〇
四
頁
、
書
画
類
167
。
二
洲
の
詩
は
栗
山
堂
の
宴
の
当
日
に
書
か
れ
た
も

の
か
。

30�　

「
賓
之
初
筵
、
左
右
秩
秩
（
賓
の
初
め
て
筵
す
る
と
き
、
左
右
秩
秩
た
り
）
」
と
あ
る
。

31　

参
考
資
料
17
一
三
八
頁
参
照
。

32�　

『
論
語
』
雍
也
に
、「
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
。（
文
質
、
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
た

り
。
）
」
と
あ
る
。

33�　

『
文
選
』
巻
四
十
二

曹
丕
「
与
朝
歌
令
呉
質
書
」
に
、「
浮
甘
瓜
于
清
泉
、
沈
朱
李
于
寒
水
。

（
甘
瓜
を
清
泉
に
浮
か
べ
、
朱
李
を
寒
水
に
沈
む
。
）
」
と
あ
る
。

34�　

『
荘
子
』
則
陽
第
二
十
五
に
、
孔
子
が
楚
の
国
に
弟
子
と
向
か
う
途
中
に
、
貧
賤
の
様
子
の

夫
婦
と
男
女
の
召
使
い
に
出
会
い
、
そ
れ
ら
を
聖
人
と
そ
の
召
使
い
だ
と
評
し
た
言
葉
に
、

「
是
聖
人
僕
也
。
是
自
埋
於
民
、
自
蔵
於
畔
。
其
声
銷
、
其
志
無
窮
。
其
口
雖
言
、
其
心
未
嘗

言
。
方
且
与
世
違
而
心
不
屑
与
之
倶
。
是
陸
沈
者
也
。（
是
れ
聖
人
の
僕
な
り
。
是
れ
自
ら
民

に
埋
も
れ
、
自
ら
畔
に
蔵か
く

れ
た
り
。
其
の
声
銷き

へ
ど
も
、
其
志
は
窮
き
わ
ま

り
無
し
。
其
の
口
言
ふ

と
雖
も
、
其
の
心
未
だ
嘗
て
言
は
ず
。
方
に
且
に
世
と
違さ

り
て
、
心
之
と
倶
に
す
る
を
屑
い
さ
ぎ
よし

と
せ
ず
。
是
れ
陸
沈
な
る
者
な
り
。
）
」
と
あ
る
。

35�　

『
孔
子
家
語
』
六
本
に
、「
与
善
人
居
、
如
入
芝
蘭
之
室
。
久
而
不
聞
其
香
。
即
与
之
化
矣
。

（
善
人
と
居
る
は
、
芝
蘭
之
室
に
入
る
が
如
し
。
久
し
く
し
て
其
香
を
聞
か
ず
。
即
ち
之
と
化

す
。
）
」
と
あ
る
。

36�　

『
詩
経
』
召
南
の
「
野
有
死
麕
」
に
、「
林
有
樸
遬
、
野
有
死
鹿
（
林
に
樸
遬
有
り
、
野
に
死
鹿

有
り
）
」
と
あ
り
、
そ
の
毛
氏
注
と
朱
熹
の
『
詩
集
伝
』
注
に
樸
遬
は
「
小
木
也
」
と
あ
る
。

37�　

「
性
寛
容
少
忌
、
好
士
、
喜
誘
益
後
進
。
及
退
閑
職
、
賓
客
日
盈
門
。
常
歎
曰
、
坐
上
客
恒

満
、
樽
中
酒
不
空
、
吾
無
憂
矣
。（
性
、
寛
容
に
し
て
忌
む
こ
と
少
な
く
、
士
を
好
み
、
喜
ん
で

後
進
を
誘
益
す
。
閑
職
に
退
く
に
及
ん
で
、
賓
客
日
に
門
に
盈
つ
。
常
に
歎
じ
て
曰
く
、
坐
、

上
客
恒
に
満
ち
、
樽
中
の
酒
空
し
か
ら
ず
ん
ば
、
吾
憂
ひ
無
か
ら
ん
。
）
」
と
あ
る
。

38�　

『
文
選
』
巻
十
八

嘯
賦
「
成
公
子
安
」
の
李
善
注
に
、「
劉
向
別
録
曰
、
有
人
歌
賦
、
楚
漢
興
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以
来
、
善
雅
歌
者
、
魯
人
虞
公
。
発
声
清
哀
、
遠
動
梁
塵
。（
劉
向
の
別
録
に
曰
は
く
、
人
、
歌

賦
す
有
り
。
楚
漢
興
り
て
よ
り
以
来
、
善
く
雅
歌
す
る
者
、
魯
の
人
虞
公
な
り
。
声
を
発
す

れ
ば
清
哀
に
し
て
、
遠
く
梁
塵
を
動
か
す
。
）
」
と
あ
る
。

39�　

「
楚
襄
王
問
於
宋
玉
曰
、
先
生
其
有
遺
行
与
。
何
士
民
衆
庶
不
誉
之
甚
也
。
宋
玉
対
曰
、
唯
、

然
。
有
之
。
願
大
王
寛
其
罪
、
使
得
畢
其
辞
。
客
有
歌
於
郢
中
者
、
其
始
曰
下
里
巴
人
、
国
中

属
而
和
者
数
千
人
。
其
為
陽
阿
薤
露
、
国
中
属
而
和
者
数
百
人
。
其
為
陽
春
白
雪
、
国
中
属

而
和
者
不
過
数
十
人
。
引
商
刻
羽
雑
以
流
徴
。
国
中
属
而
和
者
不
過
数
人
而
已
。
是
其
曲
弥

高
、
其
和
弥
寡
。（
中
略
）
夫
聖
人
瑰
意
琦
行
、
超
然
独
処
。
夫
世
俗
之
民
又
安
知
臣
之
所
為

哉
。（
楚
の
襄
王
、
宋
玉
に
問
ひ
て
曰
は
く
、
先
生
、
其
れ
遺
行
有
る
か
。
何
ぞ
士
民
衆
庶
誉

め
ざ
る
の
甚
し
き
や
と
。
宋
玉
対
へ
て
曰
は
く
、
唯
、
然
り
。
之
有
り
。
願
は
く
は
、
大
王
、

其
罪
を
寛ゆ
る

し
、
其
の
辞
を
畢つ

く
す
を
得
し
め
よ
。
客
、
郢
中
に
歌
ふ
者
有
り
。
其
の
始
め
は

下か

里り

巴は

人じ
ん

と
曰
ふ
。
国
中
属つ
づ

ひ
て
和
す
者
、
数
千
人
。
其
の
陽よ
う

阿あ

薤か
い

露ろ

を
為
す
に
、
国
中
属

ひ
て
和
す
者
、
数
百
人
。
其
の
陽
春
白
雪
を
為
す
に
、
国
中
属
ひ
て
和
す
者
、
数
十
人
に
過
ぎ

ず
。
商
を
引
き
羽
を
刻
み
、
雑ま
じ

ふ
る
に
流
徵
を
以
て
す
。
国
中
の
属
ひ
て
和
す
者
、
数
人
に

過
ぎ
ざ
る
の
み
。
是
れ
其
の
曲い
よ
い
よ

弥
高
く
し
て
、
其
の
和
弥
寡す
く

な
し
。（
中
略
）
夫
れ
聖
人
は
瑰か
い

意い

琦き

行こ
う

、
超
然
と
し
て
独
り
処
る
。
夫
れ
世
俗
の
民
、
又
安
く
ん
ぞ
臣
の
為
す
所
を
知
ら
ん

や
と
。
）
」

40�　

「
漢
帝
臨
汾
水
、
周
仙
去
洛
浜
、
郢
中
吟
白
雪
、
梁
上
繞
飛
塵
、
響
発
行
雲
駐
、
声
随
子
夜

新
、
願
君
聴
扣
角
、
当
自
識
賢
臣
（
漢
帝
汾
水
に
臨
み
、
周
仙 

洛
浜
を
去
る
、
郢
中 

白
雪
を

吟
じ
、
梁
上
繞
り
て
塵
を
飛
ば
す
、
響
き
発
し
て 

行
雲
駐
め
、
声
随
ひ
て 

子
夜
新
た
な
り
、

願
は
く
は
君 

扣
角
を
聴
き
、
当
に
自
ら
賢
臣
を
識
る
べ
し
）
」

41�　

参
考
資
料
6
五
九
五
・
五
九
六
頁
、
後
編
巻
六
の
第
一
首
に
、「
棣
棠
躑
躅
一
叢
叢
、
大
路

縈
回
山
影
中
、
行
認
黄
薇
祠
廟
近
、
隔
林
金
鐸
響
丁
東
（
棣
棠
躑
躅 

一
叢
叢
、
大
路 

縈
回
す　

山
影
の
中
、
行
き
ゆ
き
認
む　

黄
薇
祠
廟
の
近
き
を
、
林
を
隔
つ
金
鐸　

響
き
丁
東
た
り
）
」

第
二
首
に
、「
帰
輿
明
日
旧
林
叢
、
旅
況
陶
陶
醉
夢
中
、
花
影
鶯
声
二
千
里
、
行
程
発
自
富
士

東
（
帰
輿
す
明
日　

旧
林
の
叢
、
旅
況 

陶
陶
と
し
て
醉
夢
の
中
、
花
影
鶯
声 

二
千
里
、
行
程

は
富
士
の
東
よ
り
発
す
）
」
と
あ
る
。

42　

こ
の
赤
壁
は
、
湖
北
省
樹
黄
州
府
城
の
西
北
、
漢
川
門
外
に
あ
る
。

43�　

『
論
語
集
注
』
公
冶
長
朱
注
に
、「
文
章
、
徳
之
見
乎
外
者
、
威
儀
文
辞
皆
是
也
。（
文
章
、
徳

の
外
に
見
る
は
、
威
儀
文
辞
、
皆
是
な
り
。
）
」
と
あ
り
、「
威
儀
」
は
礼
式
に
か
な
っ
た
動
作
や

態
度
の
こ
と
で
、「
文
辞
」
は
文
章
や
詩
文
の
こ
と
。

44�　

『
楚
辞
』「
招
魂
」
第
九
段
に
、「
蘭
膏
明
燭
、
華
容
備
些
（
中
略
）
蘭
膏
明
燭
、
華
燈
錯
些
（
中

略
）
」
と
あ
る
。
こ
の
句
の
後
に
、「
結
撰
至
思
、
蘭
芳
假
些
、
人
有
所
極
、
同
心
賦
些
、
酌
飲
尽

歓
（
至
思
を
結
撰
し
て
、
蘭
芳
假お
ほ

い
な
り
、
人
極い
た

る
所
有
り
、
心
を
同
じ
う
し
て
賦
す
、
酌
飲

し
て
歓
を
尽
く
す
）
」
と
続
き
、
宴
の
盛
り
に
心
を
同
じ
く
し
て
詩
を
賦
す
さ
ま
が
詠
わ
れ

て
い
る
。

45　

参
考
資
料
20
巻
八
、
五
冊
目
21
枚
目
参
照
。

46　

茶
山
の
栗
山
堂
の
宴
で
詠
ん
だ
詩
は
、
参
考
資
料
6
三
〇
六
頁
参
照
。

【
参
考
資
料
】

1�　

『
菅
茶
山
と
そ
の
世
界
―
黄
葉
夕
陽
文
庫
を
中
心
に
―
』
広
島
県
立
歴
史
博
物
館　

一
九
九
五
年

2�　

『
菅
茶
山
の
と
そ
の
世
界
Ⅱ
―
黄
葉
夕
陽
文
庫
の
概
要
―
』
広
島
県
立
歴
史
博
物
館　

一
九
九
八
年

3�　

『
黄
葉
夕
陽
村
舎
に
憩
う
―
菅
茶
山
と
そ
の
世
界
Ⅲ
―
』
広
島
県
立
歴
史
博
物
館　

二
〇
〇
五
年

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　
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4　

『
菅
茶
山
と
化
政
文
化
を
彩
る
七
人
の
巨
人
た
ち
―
菅
茶
山
と
そ
の
世
界
Ⅳ
―
』
広
島
県

立
歴
史
博
物
館　

二
〇
一
二
年

5　

富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
（
上
）（
下
）
』
福
武
書
店　

一
九
九
〇
年

6　

菅
茶
山
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
（
全
）
復
刻
』
児
島
書
店　

一
九
八
一
年　

7　

菅
茶
山
関
係
書
籍
発
刊
委
員
会
『
菅
茶
山
の
世
界　

黄
葉
夕
陽
文
庫
か
ら
』
文
芸
社　

二
〇
〇
九
年

8　

富
士
川
英
郎
『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』
平
凡
社　

二
〇
一
二
年

9　

今
関
天
彭
著
・
揖
斐
高
編
『
江
戸
詩
人
評
伝
集
1　

詩
誌
『
雅
友
』
抄
』
平
凡
社　

二
〇
一
五
年

10�　

極
致
庵
主
人
篇
『
凡
品
雑
録　

第
一
輯
』
日
本
医
事
通
信
社　

一
九
一
九
年

11　

『
日
本
学
士
院
ニ
ュ
―
ス
レ
タ
―
』
第
一
巻
第
一
号　

日
本
学
士
院　

二
〇
〇
八
年

12�　

藤
原
幹
大
・
中
村
真
菜
美
「
谷
文
晁
筆
「
対
岳
楼
宴
集
当
日
真
景
図
」（
広
島
県
立
歴
史
博

物
館
蔵
）
の
史
的
位
置
―
雅
集
図
・
送
別
図
の
伝
統
に
照
ら
し
て
―
」『
日
本
近
世
美
術
研
究
』　

第
六
号　

一
般
財
団
法
人　

北
島
古
美
術
研
究
所　

二
〇
二
三
年

13�　

阿
河
準
三
「
『
雙
玉
樓
帖
』
遺
聞
―
柴
野
栗
山
を
め
ぐ
る
人
々
―
」『
藝
林
』
第
四
十
号
第
三

号　

藝
林
会　

一
九
九
一
年

14　

萩
田
元
廣
「
柴
栗
山
先
生
雙
玉
樓
帖
書
尾
記
文
」
財
団
法
人
共
済
会
郷
土
博
物
館
蔵

15�　

『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
資
料
展
―
菅
茶
山
ゆ
か
り
の
書
画
と
茶
・
花
・
香
関
係
資
料

―
』
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団　

二
〇
〇
一
年

16�　

杉
本
欣
久
「
鈴
木
芙
蓉
「
富
士
那
智
図
」
と
渡
辺
崋
山
「
千
山
万
水
図
」
―
観
念
と
真
景
の

あ
い
だ
―
」『
日
本
近
世
美
術
研
究
』
第
二
号　

北
島
古
美
術
研
究
所　

二
〇
一
九
年

17�　

富
士
川
英
郎
・
松
下
忠
・
佐
野
正
巳
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
七
巻　

汲
古
書
院　

一
九
八
七
年

18�　

富
士
川
英
郎
・
松
下
忠
・
佐
野
正
巳
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
十
巻　

汲
古
書
院　

一
九
八
六
年

19�　

川
副
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
川
副
町
誌
』
佐
賀
市　

一
九
七
九
年　

佐
賀
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

20�　

『
龍
諸
先
生
遺
稿
』
写
本
（
管
理
番
号A

B
3
3
5
0
0
1

）　

米
沢
市
立
米
沢
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー　

（
文
化
十
一
年
序
）

21�

磯
崎
康
彦
「
享
和
、
文
化
年
間
の
谷
文
晁
」『
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
』
第
二
六
号

福

島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類　

二
〇
一
七
年

22�　

森
鷗
外
『
鷗
外
歴
史
文
学
集
』
第
六
巻　

伊
沢
蘭
軒
（
一
）・
第
七
巻　

伊
沢
蘭
軒
（
二
）　

岩

波
書
店　

二
〇
〇
〇
年

23�　

『
久
保
桑
閑
と
そ
の
時
代
』　

高
松
市
歴
史
資
料
館　

二
〇
一
二
年

24　

西
岡　

幹
夫
『
讃
岐
の
医
学
と
蘭
学
』
美
巧
社　

二
〇
一
九
年

25�　

『
重
要
文
化
財
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
指
定
品
目
録
』
広
島
県
立
歴
史
博
物
館　

二
〇
二
〇

年



－ 23 －

写真 1　谷文晁筆「対嶽楼宴集当日真景図」（部分）（重要文化財　菅茶山関係資料　当館蔵）

写真 2『凡品雜録　第一輯』第 2図　出典：国会国立図書館デジタルコレクション

↓倉成龍渚

↓谷文晁

↓尾藤二洲

↓古賀精里

↓菅茶山

↓柴野栗山

↓鈴木芙蓉

↑頼杏坪

↓岡田寒泉

岩瀬華沼

A卓

B卓

C卓
D卓

名前の書き入れ無し

※写真 3 では岩瀬華沼

資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　

写真 3　「谷文晁筆「昌平坂学問所図」」（部分）（日本学士院蔵）※筆者が画像をトリミング加工

名前の書き入れ無し

※写真 3 では倉成龍渚

二洲

（尾藤二洲）
精里

（古賀精里） 茶山

（菅茶山）

文晁

（谷文晁）

行言

（岩瀬華沼）

栗山

（柴野栗山）

文熙

（鈴木芙蓉）

春水

（頼春水） ※ 「詩画巻」 に春水の名は無し

寒泉

（岡田寒泉）

↓

→
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写真 4　鈴木芙蓉筆　柴野栗山賛「蘇遊図」

写真 5　柴野栗山　五言古詩

写真 6　古賀精里　五言古詩「新秋栗山堂集得韻支」
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資料紹介　「栗山堂餞筵詩画巻」 （重要文化財 「菅茶山関係資料」） の翻刻及び訳注について　

写真 7左　岩瀬華沼　五言古詩　　写真 7右　尾藤二洲　五言古詩「菅君礼卿讌諸子於柴氏後亭賦成八韻」

写真 8　賴杏坪　七言古詩
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写真 9左　岡田寒泉　五言絶句「陪菅君礼卿宴于対嶽楼」　　写真 9右　倉成龍渚　七言律詩

写真10　谷文晁筆「甲子初秋十八日　茶山席上得青韻如此」

写真11　鈴木芙蓉筆「茶山席上分得十灰」
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